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絆で創る , 魅力あふれる豊かな町づくり｜みんなで早寝 早起き ラジオ体操 朝ごはん！

せとうち
広報

鹿児島県大島郡瀬戸内町 ９月３日（日）～９月５日（火）旧盆i

まちの人口と世帯　平成 29 年 7 月末日現在
人口
9,039 人（ 前月 -31）　

人口（男）
4,371 人（ 前月比 -15）

人口（女）
4,668 人（前月比 -16）　

世帯数
5,239 戸（ 前月 -2）　

月号9 平成 29 年

気
に
な
っ
て
い
た
物
語
を
読
み
た
い
。
新
し
い

趣
味
も
始
め
た
い
。
特
集
、図
書
館
に
行
こ
う
。



ネ
ッ
ト
で
予
約

　

図
書
館
に
は
、
図
書
館
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

図
書
館
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
の
紹
介
だ
け
で
な
く
、
本
の

貸
出
状
況
の
検
索
や
予
約
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
す

る
と
、
本
を
予
約
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
予
約
し
た

本
が
貸
出
可
能
に
な
る
と
通
知

メ
ー
ル
が
送
信
さ
れ
る
よ
う
に

設
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

何
か
本
を
読
み
た
い
と
き
は

　

本
を
読
み
た
い
け
ど
、
ど
ん

な
本
を
読
め
ば
い
い
か
分
か
ら

な
い
と
き
は
、
新
着
本
コ
ー

ナ
ー
や
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
参
考

に
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
季
節

ご
と
に
テ
ー
マ
が
設
定
し
て
あ

り
、
お
す
す
め
の
本
が
並
べ
て

あ
り
ま
す
。
９
月
は
、「
動
物

愛
護
週
間
」
や
「
宇
宙
の
日
」、

「
介
護
の
日
」
に
ち
な
ん
だ
企

画
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
方
法
は
、
返
却

コ
ー
ナ
ー
か
ら
選
ぶ
方
法
で

す
。
皆
さ
ん
が
ど
ん
な
本
を
読

ん
で
い
る
の
か
参
考
し
て
み
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

もう一つの図書館 地殻変動監視システム 図書館のボランティア

　3千冊の本を積んで、町内を巡回

している、移動図書館「かけはし号」。

奄美大島側は、西古見から伊須まで、

加計呂麻島側は、安脚場から芝まで

２週間毎に回っています。紙芝居や

雑誌、ＣＤも載せています。

　図書館には “ 電子基準点 ” があり

ます。国土地理院が精度の高い測量

や地殻変動の監視をするために、全

国に約１３００カ所設けてありま

す。奄美大島には、笠利と名瀬を含

め３カ所設置されています。高さは

およそ５ｍの金属製でＧＰＳ衛星か

らの電波を受信しています。

　図書館のボランティアは現在２つ

あります。おはなし会を手伝ってい

る「プラネット」と紙芝居の修理や

プレゼントを作っている「図書館友

の会」のみなさんです。「できる人

ができる範囲で無理をせず」をモッ

トーに、毎月 1回行っています。

新規会員も募集しています。

カウンター横の展示コーナー

図書館公式ウェブサイト

QR コード 図書館公式ウェブサイト

図書館に行こう
今年で 24 年目を迎える瀬戸内町立図書館。

図書館の便利な利用方法を紹介します。

意外と知らない !? 図書館のはなし



於斉

与路

嘉鉄

勝能花天蘇刈押角

須手瀬武清水

阿多地阿木名西古見

古志久根津節子

図書館のレア本
図書館には、個人や有志、集落の方々が作成した「集落誌」があります。56 集

落のうち 20 集落の集落誌があります。知らなかった集落の物語が分かるかも。

意外と知らない !? 図書館のはなし
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古
仁
屋
高
校
職
場
体
験
取
材
｜
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ッ
プ
た
し
ろ
編　

古仁屋高校職場体験
瀬戸内町役場で広報紙作り

Ｑ
１　

１
日
目
職
場
体
験
を
し
て
み
て
ど
う
で
し
た
か
。

平
島　

花
の
入
れ
替
え
や
掃
除
な
ど
が
忙
し
く
、
大
変
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

Ｑ
２　
与
え
ら
れ
た
仕
事
は
で
き
ま
し
た
か
。

平
島　

分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
難
し
い
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
優
し
く
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｑ
３　
こ
の
仕
事
で
大
変
だ
と
思
う
こ
と
は
何
で
す
か
。

平
島　

お
店
で
販
売
し
て
い
る
、
色
々
な
花
の
特
徴
を
覚

え
る
こ
と
で
す
。

Ｑ
４　
残
り
２
日
間
の
意
気
込
み
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

平
島　

て
き
ぱ
き
と
動
け
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

職
場
体
験
で
一
番
大

変
だ
っ
た
仕
事
は
、

総
務
課
の
電
話
応
対
で
す
。

　

初
め
て
電
話
応
対
を
経
験

し
、と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。

自
分
の
声
が
小
さ
か
っ
た

り
、
相
手
の
声
が
聞
き
取
れ

な
か
っ
た
り
し
ま
し
た
。
で

も
、
職
場
の
方
が
優
し
く
丁

寧
に
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
の

で
、
な
ん
と
か
少
し
は
出
来

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

二
日
目
の
企
画
課
で
は
、

広
報
紙
作
り
を
体
験
し
ま
し

た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
質
問

を
考
え
る
の
が
一
番
苦
労
し

ま
し
た
。
記
事
を
作
る
の
は

難
し
か
っ
た
け
ど
、
楽
し
い

経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
事
ば
か
り
で
大

変
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
職
場
体
験
で
学
ん
だ

色
々
な
こ
と
を
活
か
し
て
い

き
た
い
で
す
。

　「
フ
ラ
ワ
―
シ
ョ
ッ
プ
た
し
ろ
」
で
職
場
体
験
を
行
っ
て
い
る
、
平
島
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

金高　英
はな

恵
え

古仁屋高校２年生の山城充樹さん、金高英恵さんが瀬戸内町役場へ職場体験に来てく
れました。企画課では広報紙作りを行いました。

職場体験を終えて

私達が取材しました

明るく元気な平島さん

取
材
・
文
／
金
高
英
恵　

撮
影
／
山
城
充
樹
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Ｑ
１　

な
ぜ
こ
の
職
場
を
選
ん

だ
の
で
す
か
。

上
原　

理
学
療
法
士
を
目
指
し

て
い
た
か
ら
で
す
。

　

職
場
体
験
学
習
と
い
う
貴
重

な
体
験
を
こ
の
徳
洲
会
病
院
で

受
け
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も

良
い
体
験
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
体
験
で
学
ん
だ
こ
と
を

将
来
に
活
か
し
て
理
学
療
法
士

へ
の
道
に
進
み
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

Ｑ
２　

こ
の
職
業
の
魅
力
は
何

で
す
か
。

豊
島　

人
の
役
に
立
て
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

患
者
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
病

院
を
訪
れ
る
人
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
人
の
役
に
立
て
る
こ
と
が

こ
の
仕
事
の
魅
力
だ
と
私
は

思
っ
て
い
ま
す
。

　

仕
事
で
も
仕
事
以
外
で
も
人

の
役
に
立
て
る
よ
う
に
な
れ
た

ら
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

Ｑ
３　

実
習
を
し
て
み
て
ど
う

思
い
ま
し
た
か
。

油
井　

色
々
な
こ
と
を
学
べ

て
、良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　

学
ぶ
こ
と
が
多
く
大
変
だ
け

ど
、
そ
れ
で
も
こ
の
お
仕
事
を

し
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

こ
の
体
験
学
習
で
も
っ
と
強
く

な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
今

よ
り
も
っ
と
勉
強
を
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
４　

こ
の
実
習
で
何
を
学
び

ま
し
た
か
。

上
原　

仕
事
を
通
し
て
で
学
ぶ

こ
と
の
多
さ
で
す
。

油
井　

医
療
を
通
し
て
人
の
役

に
立
つ
こ
と
で
す
。

豊
島　

利
用
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。

役
場
で
職
場
体
験
を

し
て
み
て
、
仕
事

内
容
が
そ
れ
ぞ
れ
の
課
に

よ
っ
て
全
然
違
う
と
知
っ
て

驚
き
ま
し
た
。

　

総
務
課
で
は
慣
れ
な
い
電

話
応
対
を
体
験
し
、
選
挙
管

理
委
員
会
で
は
、
選
挙
に
関

す
る
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

企
画
課
で
は
、
一
眼
レ
フ

カ
メ
ラ
の
使
い
方
を
学
び
、

広
報
紙
づ
く
り
の
た
め
徳
洲

会
病
院
で
体
験
学
習
を
し
て

い
る
古
仁
屋
高
校
２
年
生
の

三
人
を
取
材
し
ま
し
た
。

　

三
人
は
、
熱
心
に
先
生
の

話
を
聞
き
、
学
ぶ
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
る
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

私
も
役
場
の
い
ろ
ん
な
課

で
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
３

日
間
良
い
経
験
に
な
り
、
と

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

古
仁
屋
高
校
職
場
体
験
取
材
｜
瀬
戸
内
徳
洲
会
病
院
編

　

　「
瀬
戸
内
徳
洲
会
病
院
」
で
職
場
体
験
を
行
っ
て
い
る
、
上
原
さ
ん
、
豊
島
さ
ん
、
油
井
さ
ん
を
取
材
し
ま
し
た
。

山城　充
じゅう

樹
き

職場体験を終えて

取
材
・
文
／
山
城
充
樹　

撮
影
／
金
高
英
恵

上原さん

豊島さん

油井さん



☑9月のお知らせと情報

広報せとうち　　6

「
奄
美
・
琉
球
」
を
世
界
自
然
遺
産
へ

■お問合わせ先　瀬戸内町立図書館・郷土館☎０９９７－７２－３７９９
　　　　　　　　奄美野生生物保護センター☎０９９７－５５－８６２０

「
世
界
自
然
遺
産
登
録
„
新
＂
ロ
ゴ
マ
ー
ク
」

　

世
界
自
然
遺
産
登
録

Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
環
境
省

と
奄
美
市
が
そ
れ
ぞ

れ
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作

成
し
て
い
ま
す
。

　

世
界
自
然
遺
産
の
候

補
地
名
が
「
奄
美
・
琉

球
」
か
ら
「
奄
美
大
島
・

徳
之
島
・
沖
縄
島
北
部

及
び
西
表
島
」
に
変
更

に
な
っ
た
た
め
、
ロ
ゴ

マ
ー
ク
も
変
更
に
な
り

ま
し
た
。

　

奄
美
市
作
成
の
ロ
ゴ

マ
ー
ク
は
、
奄
美
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
「
奄
美
市　

世
界
自

然
遺
産
ロ
ゴ
」
で
検
索

し
て
く
だ
さ
い
。

Vol 32

環境省作成ロゴ奄美市作成ロゴ ロゴを使用した看板（瀬戸内町役場）

■お問合わせ先　保健福祉課　保健予防係☎ 0997 － 72 － 1122 歯
周
疾
患
検
診
の
お
知
ら
せ

　

今
年
40
歳
・
50
歳
・
60
歳
・

70
歳
に
な
る
節
目
の
方
（
昭
和

52
年
生
・
42
年
生
・
32
年
生
・

22
年
生
）
を
対
象
に
ハ
ガ
キ
を

送
付
し
て
い
ま
す
。

■
期
間　

平
成
29
年
９
月
１
日

～
平
成
30
年
２
月
28
日
ま
で

■
場
所　

町
内
歯
科
医
院

（
登
山
歯
科
・
ア
歯
科
・
町
田

歯
科
・
せ
き
歯
科
）

■
金
額　

無
料

　

歯
肉
か
ら
の
出
血
や
口
臭
、

歯
の
ぐ
ら
つ
き
、
歯
茎
下
が
り

等
、
不
快
な
症
状
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
も
し
か
し
た
ら
歯

周
病
か
も
!?

　

ぜ
ひ
、
こ
の
お
得
な
機
会
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■開催日程　9 月 12 日（火）午後７時 30 分～午後９時
■場所　　　すこやか福祉センター（役場横の旧社協）
■対象者　　30 ～ 74 歳の女性
■参加費　　食事代 300 円
■内容　　　バランス型紙を使用したダイエット方法
　　　　　　１食 400 キロカロリーの試食会
　　　　　　ミニ健康相談
■募集人数　先着 10 名
■申込先　　保健福祉課　保険給付係☎０９９７－７２－１０６８（西田・田村）

夜開催｜ヘルシー教室の参加者を募集します

バランス型紙でヘルシーな食事を。

バランス型紙とは、面倒なカ

ロリー計算をしなくてもバラ

ンスの良いメニューが簡単に

出来る方法です。
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■お問合わせ先　 地域おこし協力隊　泰山　　☎０８０ ‐ ８３６７ ‐ ５９７６ 「
新
鮮
野
菜
は
る
市
」
開
催
！

直
売
所
イ
ベ
ン
ト
『
新
鮮
野
菜
は
る
市
』
開
催

出
店
者
も
募
集

　

奄
美
大
島
Ｃ
Ｓ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ゆ
い
わ

～
く
」
の
一
環
で
、
直
売
所
イ
ベ
ン
ト
『
新
鮮

野
菜
は
る
市
』
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
組
み
を
通
じ
て
、
地
元
の
生
産
者
と

地
元
の
消
費
者
が
直
接
関
わ
り
あ
う
場
作
り
を

行
い
、住
民
の
絆
づ
く
り
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
『
新
鮮
野
菜
は
る
市
』
で
は
、
新
鮮
な
地
元

の
作
物
は
も
ち
ろ
ん
、
加
工
品
や
、
雑
貨
類
も

販
売
し
て
い
ま
す
。

■
日
程 

平
成
29
年
９
月
10
日
（
日
）

■
時
間 　

午
前
11
時
～
午
後
２
時

 

※
完
売
次
第
、
イ
ベ
ン
ト
終
了

■
開
催
場
所　

Ａ
コ
ー
プ
古
仁
屋
店
近
く
農
協

倉
庫
前
に
テ
ン
ト
を
設
置
し
ま
す

■
出
店
予
定　

畑
農
園
、
叶
農
産
、
上
原
つ
き

あ
げ
店
、
な
の
は
な
園
、
菜
菜
果
園
、
赤
し
ょ

う
び
ん
、
コ
ニ
ヤ
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
な
が

む
ら
農
園
、
ふ
や
よ
み
、
奄
美
は
な
は
な
エ
ー

ル
等

■
備
考　

天
候
に
よ
り
、
中
止
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■お問合わせ先　建設課　住宅係☎０９９７－７２－１１９７

■
家
賃　

世
帯
所
得
額
に
よ
る

■
受
付
期
間

平
成
29
年
9
月
1
日
（
金
）
～
14
日
（
木
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

※
土
日
祝
日
及
び
正
午
か
ら
午
後
１
時
は
除
く

■
申
込
資
格

①
瀬
戸
内
町
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

②
同
居
す
る
者
は
、
親
族
（
婚
姻
の
届
出
を
し
な
い

が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
、

そ
の
他
婚
姻
予
定
者
を
含
む
）
に
限
る
。

③
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
者

④
入
居
申
込
者
の
世
帯
所
得
が
収
入
基
準
額
以
下
で

あ
る
こ
と

⑤
各
種
町
税
及
び
使
用
料
を
滞
納
し
て
い
な
い
者

⑥
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す

る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
七
十
七
号
）
第
二
条

第
六
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

⑦
そ
の
他
、
公
営
住
宅
入
居
基
準
に
該
当
す
る
者

※
公
募
及
び
随
時
入
居
申
し
込
み
に
て
入
居
待
機
さ

れ
て
い
る
方
は
、再
度
申
込
み
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
添
付
書
類

　

住
宅
用
所
得
額
証
明
書
、
住
民
票
謄
本
、
納
税
・

納
付
証
明
書
（
住
宅
用
）、健
康
保
険
証
の
写
し
（
生

活
保
護
受
給
者
の
場
合
は
受
給
証
明
書
）

平
成
29
年
度 

既
設
町
営
住
宅
入
居
者

（
空
き
家
待
ち
）
を
募
集
し
ま
す

　

奄
美
群
島
広
域
事
務
組
合
視

聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
は
、
学

校
教
育
・
生
涯
学
習
の
推
進
の

た
め
、
16
ミ
リ
映
画
や
ビ
デ

オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
の
視
聴
覚
機
材
、

上
映
用
機
材
の
無
料
貸
出
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
中
学

校
、
家
庭
教
育
学
級
、
子
ど
も

会
や
自
治
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
や

サ
ー
ク
ル
活
動
、
会
社
の
社
員

教
育
な
ど
に
ご
活
用
下
さ
い
。

　

貸
出
す
映
像
ソ
フ
ト
は
、
教

科
教
材
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
か

ら
、
趣
味
・
教
養
を
広
げ
る
も

の
な
ど
幅
広
い
分
野
に
わ
た
り

ま
す
。

　

貸
出
料
金
は
無
料
で
す
。
ご

利
用
の
際
は
、
お
気
軽
に
申
し

出
く
だ
さ
い
。

※
視
聴
覚
教
材
目
録
（http://

w
w

w
.am

am
i.or.jp/kouiki/

lib.htm
l

）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

■お問合わせ先　瀬戸内町中央公民館☎０９９７－７２－０３６３
　　　　　　　　奄美群島広域事務組合　視聴覚ライブラリー☎０９９７－５２－６０３２

16
ミ
リ
映
画
や
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
貸
出
し
て
い
ま
す
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■お問合わせ先　農業委員会☎０９９７－７２－１１１９ 農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
決
定

の
お
知
ら
せ

　

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
改
正
農
業
委
員
会
法
が
施
行
さ
れ
、
新

制
度
に
移
行
し
て
初
と
な
る
農
業
委
員
（
10
名
）
と
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
（
４
名
）
が
決
定
し
、
７
月
21
日
に
任
命
式
等
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
の
最
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
「
農
地
等
の
利
用
の
最

適
化
の
推
進
」
に
向
け
て
、
任
期
の
３
年
間
頑
張
り
ま
す
の
で
、
町

民
の
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

氏名 性別 住所 就任回数 認定農業者等の別 備考

田中　勝弘 男 宮前 初 中立委員
碩　悟 男 阿木名 初 準認定農業者
岡野　正郎 男 嘉鉄 初 準認定農業者
元　克美 女 篠川 ２ 認定農業者
豊田　孝一郎 男 春日 ２ 前農協推薦
森山　和雄 男 渡連 ２ 準認定農業者
永井　利一 男 久慈 ４ 認定農業者 会長代理
川島　博 男 勢里 ４ 準認定農業者
数原　菊美 女 安脚場 ６ 女性農業経営士
堯　文俊 男 勝浦 ６ 前会長 会長

氏名 性別 住所 就任回数 担当区域

吉見　洋和 男 篠川 初 旧西方地区
山元　俊二 男 高丘 初 旧実久地区
大里　正治 男 請阿室 初 請島
保島　豊 男 与路 初 与路島

■農業委員（10 名）

■農地利用最適化推進委員（4 名）

■お問合わせ先　保健福祉課　介護福祉係☎０９９７－７２－１０６８ 敬
老
祝
金
の
支
給
に
つ
い
て

　

毎
年
実
施
し
て
い
る
敬
老
祝
金

は
、
高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、
年
々

支
給
総
額
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
支
給
を
続
け
て
い
く
た
め

に
は
、
支
給
内
容
の
見
直
し
が
必
要

と
な
り
、
今
年
度
支
給
分
か
ら
来
年

度
支
給
分
ま
で
の
２
年
間
で
段
階
的

に
減
額
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

対
象
者
の
方
に
は
、
９
月
中
旬
頃

に
支
給
通
知
書
を
配
布
し
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

支給対象者 支給額

昭和 6 年 9 月 2 日～昭和 7 年 9 月 1 日

生まれの満 85 歳
7,000 円

昭和 2 年 9 月１日～大正 6 年 9 月 2 日

生まれの満 90 歳から 99 歳まで
20,000 円

大正 6 年 9 月 1 日以前

生まれの満 100 歳以上
70,000 円

■お問合わせ先　鹿児島地方法務局人権擁護課☎０９９－２５９－０６８４ 「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権

あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
で
は
、
日
頃
か

ら
電
話
に
よ
る
人
権
相
談
を
行
っ
て
お

り
ま
す
が
、
こ
の
強
化
週
間
で
は
平
日

の
相
談
時
間
を
延
長
す
る
と
と
も
に
、

土
曜
日
及
び
日
曜
日
に
も
相
談
に
応
じ

ま
す
。

　

相
談
内
容
は
問
い
ま
せ
ん
。
相
談
に

は
、
法
務
局
職
員
又
は
人
権
擁
護
委
員

が
応
じ
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
実
施
機
関

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局

　

鹿
児
島
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

■
実
施
日
時
等

期
間

平
成
29
年
９
月
４
日（
月
）～
10
日（
日
）

時
間

平
日　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

土
・
日　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

■
電
話
番
号

ぜ
ろ
ぜ
ろ
み
ん
な
の
ひ
ゃ
く
と
お
ば
ん

全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０
（
Ｉ
Ｐ

電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま
せ
ん
）
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■お問合わせ先　町民生活課　国民年金係☎０９９７－７２－１０６０ 年
金
コ
ー
ナ
ー

「
資
格
期
間
」
と
は
？

①
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め

た
期
間
や
免
除
さ
れ
た
期
間

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
期
間
（
船

員
保
険
を
含
む
厚
生
年
金
保
険

や
共
済
組
合
等
の
加
入
期
間
、

「
カ
ラ
期
間
」
と
呼
ば
れ
る
合

算
対
象
期
間
）

　

こ
れ
ら
①
、
②
の
期
間
を
合

算
し
た
も
の
が
「
資
格
期
間
」

で
す
。

資
格
期
間
が
10
年（
１
２
０
月
）

以
上
あ
る
と
、
年
金
を
受
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
注
：
年
金
の
額
は
、
納
付
し

た
期
間
に
応
じ
て
決
ま
り
ま

す
。

　

40
年
間
保
険
料
を
納
付
さ
れ

た
方
は
、
満
額
を
受
け
取
れ
ま

す
。（
10
年
間
の
納
付
で
は
、

受
け
取
る
年
金
額
は
概
ね
、
そ

の
４
分
の
１
に
な
り
ま
す
）

資
格
期
間
が
10
年
以
上
あ
れ
ば
、
年
金
を
受
け
と
れ
る
よ
う
に

　町内在住 65 歳以上の方を対象に結核検診を実施します。対象の方には受診券を送付しています
ので、ご確認ください。※ 7 月に実施した肺がん検診または肺がん CT 検査を受診された方は、対
象外となりますので、ご注意ください。
■日程　　　　　9 月 25 日（月）　
■受付時間　　　午前 9 時～ 10 時、午後１時～午後２時
■検査料　　　　無料
■お問合わせ先　保健福祉課　保健予防係☎０９９７－７２－１１２２

これまで

平成 29 年 8 月 1 日から

必要な期間 25 年

資格期間 15 年の人→受取れない

資格期間 15 年の人→受取れるように

必要な期間 10 年に短縮

結核検診を実施します

■募集人数
①専任指導員 1 名（要資格　保育士・幼稚園教諭）
②パート補助員 1 名（資格不要）
■勤務日
　①専任指導員　　　月曜日～土曜日
　②パート補助員　　週 2 ～ 3 日以上
　（※曜日については、相談の上決定）

古仁屋児童クラブ（学童）の指導員を募集します

平成 29 年８月号に掲載した下記お知らせに誤りがあったため、訂正のうえ再掲載し、お詫びいたします

■時給・勤務時間
①専任指導員（時給 800 円）
月～金曜日　午後１時～午後 6 時半
土曜日　午前 8 時～午後 6 時半
②パート補助員（時給 750 円）
午後３時～午後５時 30 分
■ご応募・お問合わせ先
古仁屋児童クラブ（古仁屋小学校敷地内）
担当：福山☎０８０－１７４２－７１９５



☑9月のお知らせと情報

広報せとうち　　10

■お問合わせ先　自衛隊鹿児島地方協力本部　奄美大島駐在員事務所
　　　　　　　　奄美市名瀬永田町１７－３　大島支庁内　別館３階
　　　　　　　　☎０９９７－５３－９１０３

防
衛
大
学
校 

・ 

防
衛
医
科
大
学
校
受
験
案
内

募集種目 資格 受付期間 試験期日

防衛大学校学生

推薦

18 歳 以 上 高 卒 21 歳 未 満 の

者高卒者（見込含）又は高

専 ３ 年 次 修 了 者（ 見 込 含 ）

で成績優秀かつ生徒会活動

等に顕著な実績を修め学校

長が推薦できる者

９月５日～９月７日
９月 23・24 日

総合選抜 18 歳 以 上 高 卒 21 歳 未 満 の

者高卒者（見込含）又は高

専３年次修了者（見込含）

１次：９月 23 日
２次：10 月 28・29 日

一般 ９月５日～９月 29 日
１次：11 月４・５日
２次：12 月５～９日

防衛医科大学校医学科学生

18 歳 以 上 高 卒 21 歳 未 満 の

者高卒者（見込含）又は高

専３年次修了者（見込含）

９月５日～９月 29 日

１次：10 月 28・29 日

２次：12 月 13 ～ 15 日

防衛医科大学校看護科学生

18 歳 以 上 高 卒 21 歳 未 満 の

者高卒者（見込含）又は高

専３年次修了者（見込含）

９月５日～９月 29 日

１次：10 月 14 日

２次：11 月 25・26 日

休日当番医のお知らせ
休日・祝日の診療は、町内の医療機関が当番制で行っています

奄美大島南部医療介護連携協議会

９月休日当番医予定表
日付 当番医 診療時間

９月２日（土） いづはら医院
72‐3307 通常診療 午後

９月３日（日） いづはら医院
72‐3307 午前 午後

９月９日（土） 瀬戸内徳洲会病院
73‐1111 通常診療 午後

９月 10 日（日） 瀬戸内徳洲会病院
73‐1111 午前 午後

９月 16 日（土） 瀬戸内徳洲会病院
73‐1111 通常診療 午後

９月 17 日（日） 瀬戸内徳洲会病院
73‐1111 午前 午後

９月 18 日（月）
祝日

へき地診療所
72‐3211 午前 午後

９月 23 日（土）
祝日

南大島診療所
72‐0107 午前 午後

９月 24 日（日） 南大島診療所
72‐0107 午前 午後

９月 30 日（土） 瀬戸内徳洲会病院
73‐1111 通常診療 午後

10 月 1 日（日） 瀬戸内徳洲会病院
73‐1111 午前 午後

■診察時間

午前：午前９時から正午まで

午後：午後２時から午後５時まで
※「通常診療」の時間は、各医療機関で異なり

ますので、お問合わせください。

※休日当番医は、変更になる場合がありますの

で、事前に各医療機関にお問い合わせください。

■日頃からなんでも相談できる「かか

りつけ医」を持ち、早めの受診を心が

けましょう。

■夜間の診察は、かかりつけ医にご相

談ください。

■救急車については、救急隊が搬送先

を選定します。

平成 29 年
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特
定
離
島
ふ
る
さ
と
お
こ
し

推
進
事
業
費
（
加
計
呂
麻
島
・

請
島
・
与
路
島
の
３
島
が
対
象
）

と
し
て
１
億
７
９
４
１
万
７
千

円
。 主

な
事
業
内
容
は
、
農
道
整

備
（
請
阿
室
・
諸
鈍
・
秋
徳
・

勢
里
・
与
路
地
区
）
５
２
２
０

万
円
、
共
同
利
用
農
機
施
設
整

備
（
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
勝
能
・

於
斉
地
区
）
３
０
２
９
万
４
千

円
、
道
路
環
境
整
備
（
鎮
西
・

西
阿
室
・
実
久
・
池
地
地
区
）

４
１
３
６
万
円
、
公
共
用
観
光

施
設
整
備
（
加
計
呂
麻
島
ゆ
る

っ
と
ハ
ウ
ス
・
観
光
マ
ッ
プ
看

板
整
備
）
３
０
０
０
万
円
、
ご

み
・
減
量
化
対
策
事
業
（
生
ご

み
処
理
機
購
入
与
路
島
・
請
島
）

１
３
６
６
万
２
千
円
、
定
住
促

進
対
策
と
し
て
２
２
２
万
円
な

ど
で
す
。 

ま
た
、
役
場
非
常
用
発
電
機

に
係
る
経
費
と
し
て
３
０
０
０

万
円
、
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設

建
設
事
業
費
に
１
２
１
３
万
９

千
円
、
西
古
見
防
災
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設
整
備
事
業
費
に

６

９
９
０
万
５
千
円
、
地
域
型
保

育
給
付
費
（
負
担
金
）
に
１
７

１
５
万
円
、
地
域
振
興
推
進
事

業
費
（
農
業
施
設
整
備
・
加
計

呂
麻
島
展
示
・
体
験
交
流
館
改

修
）
２
０
１
７
万
６
千
円
な
ど
。 

総
額
３
億
９
４
３
０
万
５
千

円
を
追
加
し
ま
し
た
。 

 

現
在
「
勇
・
里
山
特
定
建
設

工
事
共
同
企
業
体
」
と
一
金
３

億
１
３
２
０
万
円
で
契
約
し
工

事
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
今

回
、
１
４
３
万
円
を
増
額
す
る

も
の
で
す
。

主
な
変
更
内
容
は
、
防
水
工

事
シ
ー
リ
ン
グ
耐
震
ス
リ
ッ
ト

分
の
追
加
、
鋼
鉄
建
具
の
ス
テ

ン
レ
ス
製
へ
の
変
更
等
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

「
敬
老
祝
金
支
給
事
業
」
を

継
続
可
能
な
事
業
と
す
る
た
め
、

（
支
給
対
象
者
は
変
え
ず
に
支

給
額
の
み
）
段
階
的
に
改
正
し

ま
し
た
。

内
容
と
し
ま
し
て
は
、
今
年

度
は
「
８５
歳
の
者
は
７
千
円
」

「
９０
歳
以
上
９９
歳
の
者
は
２

万
円
」「
１００
歳
以
上
の
者
は
７
万

円
」
に
、
来
年
度
は
「
８５
歳
の

者
は
５
千
円
」
「
９０
歳
以
上
９９

歳
の
者
は
１
万
５
千
円
」「
１００
歳

以
上
の
者
は
５
万
円
」
に
改
め

る
も
の
で
す
。

現
農
業
委
員
の
任
期
満
了

（
平
成
２９
年
７
月
１９
日
）
に
伴

い
１０
人
の
委
員
の
任
命
に
同
意

し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

碩
悟
（
阿
木
名
）
岡
野
正
郎

（
嘉
鉄
）
田
中
勝
弘
（
古
仁
屋
）

元
克
美
（
篠
川
）
森
山
和
雄
（
渡

連
）
豊
田
孝
一
郎
（
古
仁
屋
）

川
島
博
（
於
斉
）
永
井
利
一
（
久

慈
）
数
原
菊
美
（
渡
連
）
堯
文

俊
（
勝
浦
）。

阿
木
名
小
中
学
校
体
育

館
改
築
工
事
（
建
築
工

事
）
請
負
変
更
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

敬
老
祝
金
支
給
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

第２回定例会では，専決議案 件，補正予算議案６件，条例議案４件，契約議

案１件，その他１３件の計２５件の議案を審議し、それぞれ可決しました。主な

議案の要旨は次のとおりです。 

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

農
業
委
員
の

任
命
に
同
意

工事中の阿木名小中学校体育館

 

 
 
 

 
第２回（６月）定例会では，８名の議員が町政全般にわたり，質問・提言を行ない，議論

を交わしました。一部を要約して，紹介いたします。 
なお，一般質問の詳細については町立図書館にて「会議録」をご覧ください。 

町
長
の
政
治
姿
勢

（
政
策
）
に
つ
い
て

議
員

人
口
の
減
少
が
止
ま
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
以
上
減
ら
さ
な

い
為
の
具
体
的
な
対
策
を
伺
い

ま
す
。

町
長

人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
る
た
め
に
は
、
雇
用
の
創

出
が
最
も
重
要
な
こ
と
だ
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
手
立

て
と
し
ま
し
て
、
農
業
公
社
の

設
立
に
よ
る
「
農
業
の
振
興
」

そ
し
て
、
「
企
業
誘
致
・
起
業

支
援
」
等
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
具
体
的
な
対
策
に
つ

き
ま
し
て
は
、
「
出
産
祝
金
支

給
事
業
」
「
加
計
呂
麻
留
学
制

度
」
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

移
住
・
定
住
促
進
対
策
と
し

ま
し
て
は
、
「
新
築
・
中
古
住

宅
購
入
助
成
金
」
「
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
等
助
成
金
」
及
び
「
移

住
体
験
住
宅
」
の
設
置
、
そ
し

て
、
「
移
住
体
験
ツ
ア
ー
」
や

「
出
会
い
体
験
ツ
ア
ー
」
等
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

（
町
内
小
中
学
校
の
環
境

整
備
に
つ
い
て
）

議
員

古
仁
屋
中
学
校
の
パ
ソ

コ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
現
状

を
伺
い
ま
す
。

教
育
長

古
仁
屋
中
学
校
の
パ

ソ
コ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
現

状
で
あ
り
ま
す
が
、
生
徒
用
タ

ブ
レ
ッ
ト
は
２０
台
、
教
員
用
は

１
台
配
置
し
て
あ
り
ま
す
。
校

務
用
パ
ソ
コ
ン
に
つ
き
ま
し

て
は
、
１６
台
配
置
で
あ
り
ま
す
。

生
徒
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
及
び
校

務
用
パ
ソ
コ
ン
配
置
に
つ
き

ま
し
て
は
、
目
標
で
あ
り
ま
す

一
人
１
台
の
配
置
に
な
っ
て

お
り
ま
せ
ん
が
、
他
の
学
校
も

含
め
、
本
町
の
情
報
化
教
育
の

実
態
を
検
証
し
つ
つ
、
年
次
的

に
情
報
化
機
器
整
備
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

議
員

同
じ
く
、
古
中
の
３
年

生
教
室
の
夏
期
の
暑
さ
対
策

に
つ
い
て
、
伺
い
ま
す
。

教
育
長

古
仁
屋
中
学
校
の
３

年
生
教
室
の
暑
さ
対
策
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
古
仁
屋
中
学

校
に
限
ら
ず
本
町
の
学
校
教

室
で
は
、
扇
風
機
を
設
置
し
て

の
暑
さ
対
策
と
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
扇
風
機

の
故
障
等
に
つ
い
て
、
学
校
か

ら
要
望
が
来
て
お
り
ま
す
の

で
、
早
急
な
補
修
対
応
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

議
員

こ
の
度
、
再
開
し
た
池

地
小
学
校
の
水
道
状
況
を
伺

い
ま
す
。

教
育
長

池
地
小
学
校
の
水
道

の
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
蛇
口

を
ひ
ね
る
と
最
初
さ
び
の
よ

う
な
に
ご
っ
た
水
が
出
て
、
直

ぐ
に
き
れ
い
な
水
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
は
学
校
施
設
内
の
水

道
配
管
が
鋼
管
と
い
う
こ
と

で
、
３
年
間
の
休
校
で
使
用
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
鋼

管
継
ぎ
手
等
の
腐
食
に
よ
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
し
ば

ら
く
使
用
す
る
こ
と
で
改
善

安 和弘議員 

古仁屋中学校パソコン教室
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を
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に
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の
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に
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議
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中
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の
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レ
ッ
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等
の
現
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を
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長
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中
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の
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、
タ
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レ
ッ
ト
等
の
現
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す
が
、
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は
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し
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に
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、
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の
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の
夏
期
の
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対
策

に
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い
て
、
伺
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ま
す
。

教
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長

古
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屋
中
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の
３

年
生
教
室
の
暑
さ
対
策
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
古
仁
屋
中
学

校
に
限
ら
ず
本
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の
学
校
教

室
で
は
、
扇
風
機
を
設
置
し
て

の
暑
さ
対
策
と
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っ
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る

と
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で
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す
。
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に
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、
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か
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で
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ま
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り
ま
す
。

議
員

こ
の
度
、
再
開
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た
池

地
小
学
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の
水
道
状
況
を
伺

い
ま
す
。

教
育
長

池
地
小
学
校
の
水
道

の
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
蛇
口

を
ひ
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る
と
最
初
さ
び
の
よ

う
な
に
ご
っ
た
水
が
出
て
、
直

ぐ
に
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な
水
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古仁屋中学校パソコン教室
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す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、

も
う
少
し
様
子
を
見
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
飲
料
水
に
つ
い
て
は
、

浄
水
器
の
設
置
に
よ
り
対
応

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

議
員

篠
川
小
学
校
の
新
入
児

童
が
久
慈
か
ら
通
学
し
て
い

ま
す
。
こ
の
児
童
の
バ
ス
通
学

に
つ
い
て
、
学
校
側
か
ら
何
か

聞
い
て
い
な
い
か
、
伺
い
ま
す
。

登
校
時
８
時
・
下
校
時

時

分
に
で
き
な
い
か
。

教
育
長

伊
目
集
落
か
ら
篠
川

小
学
校
へ
通
学
し
て
い
る
児

童
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
瀬

戸
内
海
浜
バ
ス
の
時
刻
を
変

更
し
て
欲
し
い
旨
の
要
望
書

が
出
て
お
り
ま
し
た
。

町
に
お
い
て
要
望
書
に
つ

い
て
バ
ス
運
行
事
業
者
と
協

議
を
行
い
ま
し
た
が
、
バ
ス
運

行
事
業
者
の
回
答
と
し
て
は
、

西
古
見
、
古
仁
屋
線
の
時
刻
を

変
更
す
る
と
そ
の
他
の
運
行

路
線
５
路
線
の
時
刻
を
変
更

す
る
こ
と
に
な
る
等
の
理
由

に
よ
り
、
現
段
階
で
の
時
刻
変

更
は
出
来
な
い
と
い
う
も
の

で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
回
答
結
果
に
つ
い
て
、

篠
川
小
中
学
校
へ
連
絡
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

世
界
自
然
遺
産
登
録
に

伴
う
観
光
関
連
、
そ
の
他

取
り
組
み
に
つ
い
て

議
員

本
町
は
、
国
内
有
数
の

ク
ロ
マ
グ
ロ
の
養
殖
地
で
す
が
、

ク
ロ
マ
グ
ロ
を
使
っ
た
ご
当
地

グ
ル
メ
を
売
り
に
し
た
方
が
い

い
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
お
考

え
で
す
か
。

町
長

本
町
は
、
ク
ロ
マ
グ
ロ

養
殖
の
一
大
産
地
で
あ
り
な
が

ら
、
町
内
で
食
事
や
購
入
す
る

機
会
が
な
か
な
か
無
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
昨
年
度
よ
り
「
マ
グ

ロ
消
費
促
進
事
業
」
を
町
単
独

事
業
と
し
て
実
施
し
て
お
り
ま

す
。こ

れ
は
、
漁
協
、
商
工
会
が

主
体
と
な
り
、
養
殖
業
者
か
ら

ク
ロ
マ
グ
ロ
を
買
い
上
げ
時
に
、

買
い
上
げ
価
格
の
一
部
を
町
が

補
助
す
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、

通
常
よ
り
も
安
価
な
「
養
殖
ク

ロ
マ
グ
ロ
」
を
町
内
で
取
り
扱

う
こ
と
で
、
町
民
や
観
光
客
等

が
低
価
格
で
食
事
や
購
入
す
る

機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

「
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
町
」
と
し
て

の
イ
メ
ー
ジ
効
果
を
図
り
、
観

光
客
等
の
集
客
を
促
進
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

青
少
年
育
成
に
つ
い
て

議
員

こ
こ
数
年
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
も
各
大
会
等
の
参
加
も
増

え
て
き
て
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て

い
て
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す

が
、
保
護
者
の
負
担
も
増
え
て

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
遠
征
の
補
助
な

ど
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
増
額
で

き
な
い
か
、
お
た
ず
ね
し
ま
す
。

教
育
長

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

大
会
等
へ
の
補
助
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
年
１
回
の
地
区
大
会
へ

の
旅
費
の
３
分
の
１
を
補
助
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
、
鹿
児
島
県
大
会
以
上

の
大
会
に
出
場
す
る
場
合
は
、

そ
の
大
会
へ
の
出
場
資
格
を
得

た
団
体
個
人
、
大
島
地
区
予
選

会
が
な
く
県
大
会
に
出
場
し
た

場
合
は
３
位
以
上
の
個
人
団
体

に
は
３
分
の
１
の
旅
費
補
助
、

九
州
・
全
国
大
会
へ
出
場
し
た

場
合
は
２
分
の
１
の
旅
費
補
助

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。近

年
、
少
年
団
の
大
会
等
が

増
え
保
護
者
等
の
負
担
が
増
え

て
き
て
い
る
の
は
承
知
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
、

財
源
確
保
等
も
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
少
し
で
も
軽
減
で
き
る
よ

う
検
討
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

 議
員

加
計
呂
麻
島
、
請
・
与

路
を
は
じ
め
各
集
落
か
ら
習
い

事
を
す
る
子
ど
も
た
ち
へ
交
通

費
助
成
は
ど
う
な
っ
て
お
り
ま

柳谷 昌臣議員 

大島地区スポーツ少年団交歓大会 

す
で
し
ょ
う
か
。

教
育
長

各
集
落
の
子
ど
も
へ

の
交
通
費
の
助
成
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
が
、
瀬
戸
内
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

の
充
実
の
項
目
に
位
置
づ
け
を

し
、
協
議
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

今
後
、
町
全
体
の
、
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
の
施
策
の
一
環
と

し
て
優
先
順
位
を
考
慮
し
な
が

ら
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

学
校
の
教
育
環
境

に
つ
い
て

議
員

瀬
戸
内
町
の
学
校
教
育

環
境
、
整
備
状
況
、
学
校
予
算

に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

教
育
長

学
校
教
育
施
設
整
備

に
つ
き
ま
し
て
は
、
す
べ
て
の

学
校
か
ら
提
出
い
た
だ
い
て
い

る
営
繕
・
補
修
箇
所
要
望
書
に

基
づ
き
、
毎
年
１０
月
に
施
設
営

繕
・
補
修
箇
所
調
査
と
い
う
こ

と
で
、
現
地
調
査
を
実
施
し
て

お
り
、
翌
年
度
の
予
算
計
上
に

向
け
、
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

す
べ
て
の
学
校
か
ら
の
要
望

箇
所
の
事
業
実
施
に
つ
い
て
は
、

本
町
の
財
政
事
情
か
ら
大
変
厳

し
い
も
の
で
あ
り
、
予
算
の
範

囲
内
で
児
童
生
徒
の
安
全
確
保

及
び
緊
急
性
等
を
考
慮
し
て
、

事
業
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
要
望
箇
所
以
外
に
お

い
て
も
、
学
校
運
営
上
の
教
材

備
品
、
学
校
備
品
及
び
施
設
補

修
案
件
が
、
日
常
的
に
あ
り
ま

す
の
で
、
予
算
に
余
裕
が
な
い

の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

な
お
平
成
２９
年
度
当
初
予
算

に
お
い
て
は
、
阿
木
名
小
中
学

校
体
育
館
改
築
工
事
請
負
費
及

び
与
路
小
中
学
校
体
育
館
の
大

規
模
改
修
に
係
る
実
施
設
計
委

託
料
を
計
上
し
て
あ
り
ま
す
。

嘉
徳
海
岸
に
つ
い
て

議
員

嘉
徳
海
岸
は
浸
食
を
受

け
て
応
急
処
置
的
な
事
は
し
て

あ
る
が
、
い
ま
だ
抜
本
的
な
処

置
が
さ
れ
て
い
な
い
。
台
風
シ

ー
ズ
ン
を
迎
え
住
民
は
心
配
し

て
い
る
。
確
た
る
処
置
に
つ
い

て
質
問
し
ま
す
。

町
長

嘉
徳
集
落
の
海
岸
浸
食

防
止
を
図
る
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
県
事
業
に
お
い
て
平
成

２８
年
度
の
防
災
・
安
全
交
付
金

事
業
と
し
て
新
規
採
択
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

新
規
採
択
を
受
け
、
集
落
へ

事
業
計
画
説
明
会
を
実
施
し
、

そ
の
後
、
環
境
調
査
を
行
い
、

測
量
設
計
に
よ
る
計
画
案
に
つ

い
て
、
今
年
の
３
月
末
に
２
回

目
の
集
落
説
明
会
を
開
催
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
説
明
会
に
お
い
て
、
海

岸
浸
食
に
よ
り
家
屋
の
倒
壊
の

恐
れ
が
あ
る
の
で
早
期
に
整
備

を
願
う
意
見
や
、
護
岸
設
置
に

よ
り
自
然
環
境
へ
の
影
響
を
心

配
す
る
等
、
様
々
な
意
見
が
出

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、

県
か
ら
は
、
護
岸
整
備
の
必
要

性
は
あ
る
が
、
事
業
の
進
め
方

に
つ
い
て
検
討
し
、
早
期
着
工

に
努
め
た
い
と
聞
い
て
お
り
ま

す
の
で
、
町
と
し
ま
し
て
も
、

県
と
連
携
し
な
が
ら
、
事
業
促

進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー

に
つ
い
て

議
員

瀬
戸
内
町
に
は
、
い
ま

だ
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
的
な
施
設

が
な
く
不
便
を
感
じ
て
い
る
。

今
後
こ
の
よ
う
な
施
設
設
置
に

つ
い
て
の
行
政
の
姿
勢
を
質
問

し
ま
す
。

町
長

タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
（
海

洋
療
法
）
は
、
豊
富
な
ミ
ネ
ラ

ル
を
含
む
海
水
や
潮
風
、
気
候
、

地
形
な
ど
、
海
の
資
源
を
用
い

て
身
体
機
能
を
活
性
化
す
る
健

康
療
法
で
、
心
身
に
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
与
え
、
ス
ト
レ
ス
解
消
や

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
効
果
も
あ

元井 直志議員 

嘉徳海岸の現状
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す
で
し
ょ
う
か
。

教
育
長

各
集
落
の
子
ど
も
へ

の
交
通
費
の
助
成
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
が
、
瀬
戸
内
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

の
充
実
の
項
目
に
位
置
づ
け
を

し
、
協
議
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

今
後
、
町
全
体
の
、
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
の
施
策
の
一
環
と

し
て
優
先
順
位
を
考
慮
し
な
が

ら
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

学
校
の
教
育
環
境

に
つ
い
て

議
員

瀬
戸
内
町
の
学
校
教
育

環
境
、
整
備
状
況
、
学
校
予
算

に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

教
育
長

学
校
教
育
施
設
整
備

に
つ
き
ま
し
て
は
、
す
べ
て
の

学
校
か
ら
提
出
い
た
だ
い
て
い

る
営
繕
・
補
修
箇
所
要
望
書
に

基
づ
き
、
毎
年
１０
月
に
施
設
営

繕
・
補
修
箇
所
調
査
と
い
う
こ

と
で
、
現
地
調
査
を
実
施
し
て

お
り
、
翌
年
度
の
予
算
計
上
に

向
け
、
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

す
べ
て
の
学
校
か
ら
の
要
望

箇
所
の
事
業
実
施
に
つ
い
て
は
、

本
町
の
財
政
事
情
か
ら
大
変
厳

し
い
も
の
で
あ
り
、
予
算
の
範

囲
内
で
児
童
生
徒
の
安
全
確
保

及
び
緊
急
性
等
を
考
慮
し
て
、

事
業
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
要
望
箇
所
以
外
に
お

い
て
も
、
学
校
運
営
上
の
教
材

備
品
、
学
校
備
品
及
び
施
設
補

修
案
件
が
、
日
常
的
に
あ
り
ま

す
の
で
、
予
算
に
余
裕
が
な
い

の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

な
お
平
成
２９
年
度
当
初
予
算

に
お
い
て
は
、
阿
木
名
小
中
学

校
体
育
館
改
築
工
事
請
負
費
及

び
与
路
小
中
学
校
体
育
館
の
大

規
模
改
修
に
係
る
実
施
設
計
委

託
料
を
計
上
し
て
あ
り
ま
す
。

嘉
徳
海
岸
に
つ
い
て

議
員

嘉
徳
海
岸
は
浸
食
を
受

け
て
応
急
処
置
的
な
事
は
し
て

あ
る
が
、
い
ま
だ
抜
本
的
な
処

置
が
さ
れ
て
い
な
い
。
台
風
シ

ー
ズ
ン
を
迎
え
住
民
は
心
配
し

て
い
る
。
確
た
る
処
置
に
つ
い

て
質
問
し
ま
す
。

町
長

嘉
徳
集
落
の
海
岸
浸
食

防
止
を
図
る
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
県
事
業
に
お
い
て
平
成

２８
年
度
の
防
災
・
安
全
交
付
金

事
業
と
し
て
新
規
採
択
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

新
規
採
択
を
受
け
、
集
落
へ

事
業
計
画
説
明
会
を
実
施
し
、

そ
の
後
、
環
境
調
査
を
行
い
、

測
量
設
計
に
よ
る
計
画
案
に
つ

い
て
、
今
年
の
３
月
末
に
２
回

目
の
集
落
説
明
会
を
開
催
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
説
明
会
に
お
い
て
、
海

岸
浸
食
に
よ
り
家
屋
の
倒
壊
の

恐
れ
が
あ
る
の
で
早
期
に
整
備

を
願
う
意
見
や
、
護
岸
設
置
に

よ
り
自
然
環
境
へ
の
影
響
を
心

配
す
る
等
、
様
々
な
意
見
が
出

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、

県
か
ら
は
、
護
岸
整
備
の
必
要

性
は
あ
る
が
、
事
業
の
進
め
方

に
つ
い
て
検
討
し
、
早
期
着
工

に
努
め
た
い
と
聞
い
て
お
り
ま

す
の
で
、
町
と
し
ま
し
て
も
、

県
と
連
携
し
な
が
ら
、
事
業
促

進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー

に
つ
い
て

議
員

瀬
戸
内
町
に
は
、
い
ま

だ
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
的
な
施
設

が
な
く
不
便
を
感
じ
て
い
る
。

今
後
こ
の
よ
う
な
施
設
設
置
に

つ
い
て
の
行
政
の
姿
勢
を
質
問

し
ま
す
。

町
長

タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
（
海

洋
療
法
）
は
、
豊
富
な
ミ
ネ
ラ

ル
を
含
む
海
水
や
潮
風
、
気
候
、

地
形
な
ど
、
海
の
資
源
を
用
い

て
身
体
機
能
を
活
性
化
す
る
健

康
療
法
で
、
心
身
に
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
与
え
、
ス
ト
レ
ス
解
消
や

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
効
果
も
あ

元井 直志議員 
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る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
平

成
１７
年
度
に
「
あ
ま
み
タ
ラ
ソ

健
康
づ
く
り
事
業
」
（
長
寿
・

子
宝
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
を
実
施

し
た
ほ
か
、
平
成
２８
年
度
か
ら

は
「
み
ん
な
で
つ
く
る
健
康
増

進
事
業
」
と
し
て
奄
美
市
の
施

設
「
タ
ラ
ソ
奄
美
の
竜
宮
」
に

て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
施
設
を
建

設
し
て
運
営
し
て
い
く
と
な
る

と
、
建
設
費
や
運
営
費
等
の
ト

ー
タ
ル
コ
ス
ト
が
ど
れ
ほ
ど
に

な
る
か
を
、
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え

な
が
ら
慎
重
に
算
定
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
大
型

公
共
事
業
等
も
多
く
控
え
て
い

る
中
で
施
設
建
設
は
困
難
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

当
面
は
、
現
在
実
施
し
て
い

る
健
康
増
進
事
業
を
継
続
し
、

健
康
意
識
の
向
上
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税

に
つ
い
て

議
員

ふ
る
さ
と
納
税
の
平
成

２７
年
度
と
２８
年
度
比
を
伺
い

ま
す
。

町
長

ふ
る
さ
と
納
税
の
平
成

２７
年
度
と
２８
年
度
の
比
較
に

つ
き
ま
し
て
は
、
２７
年
度
が
３

５
６
０
件
の
７
４
０
１
万
７
千

８
０
３
円
で
２８
年
度
が
３
０
９

０
件
の
９
９
３
３
万
８
千
円
で

前
年
度
比
は
、
件
数
で
約
１３
％

の
減
、
金
額
で
は
３４．２
％
の
増
額

で
あ
り
ま
す
。

議
員

返
礼
品
見
直
し
再
要
請

で
、
本
町
の
真
珠
な
ど
の
宝
飾

品
は
対
象
に
入
っ
て
い
な
い
で

し
ょ
う
か
伺
い
ま
す
。

町
長

総
務
省
か
ら
の
公
文
に

よ
り
、
本
町
の
返
礼
品
の
一
部
、

真
珠
等
に
対
す
る
見
直
し
要
請

が
あ
り
ま
し
た
。

な
お
、
商
品
に
つ
き
ま
し
て

は
、
一
部
高
額
納
税
に
対
す
る

返
礼
品
の
率
が
、
６０
％
以
上
の

商
品
５
点
が
対
象
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

嘉
徳
集
落
の
護
岸
工
事

の
事
業
推
進
に
つ
い
て

議
員

住
民
と
自
然
保
護
グ
ル

ー
プ
と
の
折
り
合
い
は
。

町
長

今
年
の
３
月
末
に
２
回

目
の
集
落
説
明
会
を
開
催
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
説
明
会
に
お
い
て
、
海

岸
浸
食
に
よ
り
家
屋
の
倒
壊
の

恐
れ
が
あ
る
の
で
早
期
に
整
備

を
願
う
意
見
や
護
岸
設
置
に
よ

り
自
然
環
境
へ
の
影
響
を
心
配

す
る
等
、
集
落
民
や
集
落
外
住

民
の
方
々
か
ら
様
々
な
意
見
が

出
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
の
意
見
等
を
踏
ま
え
、

県
か
ら
は
、
護
岸
整
備
の
必
要

性
は
あ
る
が
、
事
業
の
進
め
方

に
つ
い
て
検
討
し
、
早
期
着
工

に
努
め
た
い
と
聞
い
て
お
り
ま

す
の
で
、
町
と
し
ま
し
て
も
、

県
と
連
携
し
な
が
ら
、
事
業
促

進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

飼
い
猫
条
例
の

罰
則
規
定
に
つ
い
て

議
員

内
容
説
明
を
伺
い
ま
す
。

町
長

飼
い
猫
条
例
の
罰
則
規

定
に
つ
い
て
は
、
飼
養
登
録
、

マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
の
埋
め
込
み
、

放
し
飼
い
制
限
、
繁
殖
制
限
、

飼
育
頭
数
制
限
、
飼
い
猫
以
外

に
餌
を
与
え
る
行
為
の
禁
止
、

遺
棄
の
禁
止
の
規
定
を
遵
守
し

て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者
に

対
し
、
指
導
又
は
勧
告
を
行
い
、

勧
告
に
係
る
措
置
を
と
ら
な
か

っ
た
場
合
は
、
措
置
を
と
る
べ

く
命
令
を
行
い
ま
す
。
こ
の
命

じ
ら
れ
た
措
置
を
行
わ
な
か
っ

た
者
に
対
し
て
５
万
円
以
下
の

過
料
を
科
し
ま
す
。

ま
た
飼
い
猫
の
飼
養
及
び
管

理
の
報
告
に
対
す
る
虚
偽
報
告
、

調
査
妨
害
等
に
対
し
て
は
２
万

円
以
下
の
過
料
を
科
し
ま
す
。

中村 義隆議員 

市街地のノラ猫 

フ
ェ
リ
ー
か
け
ろ
ま
の

運
航
に
つ
い
て

議
員

今
回
の
運
賃
改
定
に
よ

り
、
加
計
呂
麻
の
住
民
が
、
回

数
券
、
往
復
券
が
利
用
で
き
な

く
な
っ
た
理
由
、
こ
の
事
に
よ

り
生
間
港
か
ら
の
乗
客
は
毎
回
、

一
旦
バ
ス
を
降
り
て
切
符
を
買

い
、
１
０
０
ｍ
近
く
歩
い
て
フ

ェ
リ
ー
に
乗
る
事
に
な
り
、
足

の
悪
い
乗
客
が
多
い
な
か
、
非

常
に
不
便
な
思
い
を
し
て
い
ま

す
。
以
前
の
よ
う
に
券
が
買
え

る
よ
う
に
出
来
な
い
も
の
か
伺

い
ま
す
。

町
長

割
引
運
賃
の
制
度
上
、

他
の
割
引
と
は
重
複
し
て
利
用

出
来
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
御
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

議
員

運
賃
を
生
間
港
、
往
復

１
８
０
円
値
上
げ
す
る
事
に
な

っ
た
経
緯
、
古
仁
屋
在
住
の
生

間
港
を
利
用
す
る
出
身
者
に
と

っ
て
は
出
費
が
大
き
く
困
っ
て

い
ま
す
。
公
共
機
関
が
運
営
す

る
乗
り
物
で
、
こ
れ
ほ
ど
一
気

に
運
賃
を
値
上
げ
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
の
か
審
議
会
の

内
容
及
び
メ
ン
バ
ー
を
伺
い
ま

す
。

町
長

加
計
呂
麻
島
に
お
い
て

長
時
間
滞
在
で
き
る
古
仁
屋
～

瀬
相
往
復
に
利
用
者
が
偏
っ
て

い
ま
し
た
。
一
律
料
金
に
す
る

事
で
、
加
計
呂
麻
島
に
お
け
る

観
光
の
幅
が
広
が
り
、
リ
ピ
ー

タ
ー
の
増
加
に
つ
な
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
審
議
会
の

メ
ン
バ
ー
は
鹿
児
島
運
輸
支
局

長
、
県
交
通
政
策
課
長
、
町
長
、

町
商
工
会
長
、
諸
鈍
区
長
、
薩

川
区
長
、
か
け
ろ
ま
バ
ス
代
表
、

税
理
士
代
表
の
８
名
で
す
。

議
員

新
船
就
航
時
か
ら
切
符

の
回
収
方
法
が
変
更
に
な
り
乗

船
時
に
回
収
し
て
い
ま
す
が
、

乗
客
に
と
っ
て
は
、
両
手
一
杯

荷
物
を
持
っ
て
い
る
中
、
切
符

を
渡
す
の
は
大
変
不
便
の
様
で

あ
り
ま
す
。
又
、
出
港
ま
ぎ
わ

は
、
乗
客
と
車
が
同
時
に
移
動

し
て
お
り
、
事
故
の
危
険
が
あ

り
ま
す
。
乗
客
の
安
全
の
為
に

も
、
切
符
回
収
よ
り
も
乗
客
の

誘
導
、
車
の
誘
導
を
優
先
し
て

行
う
べ
き
で
す
。
乗
客
の
意
見

を
尊
重
し
て
進
め
る
べ
き
で
は

な
い
か
、
お
た
ず
ね
し
ま
す
。

町
長

今
後
も
乗
客
の
身
に
な

っ
て
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
怠
ら

ず
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員

仮
待
合
所
を
設
置
し
て

あ
り
ま
す
が
、
少
人
数
し
か
入

れ
ず
乗
客
に
不
便
さ
は
な
い
の

か
、
伺
い
ま
す
。

町
長

今
後
も
利
用
動
向
を
踏

ま
え
て
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

農
業
振
興
に
つ
い
て

議
員

マ
ン
ゴ
ー
、
パ
ッ
シ
ョ

ン
フ
ル
ー
ツ
の
農
家
は
増
加

し
て
い
る
の
か
、
昨
年
の
収
入

金
額
、
前
年
度
と
の
伸
び
率
、

今
後
の
見
通
し
、
ア
ボ
カ
ド
の

農
家
数
、
今
後
の
展
望
を
伺
い

ま
す
。

町
長

マ
ン
ゴ
ー
の
農
家
数
は

１６
戸
、
平
成
２８
年
度
の
生
産
額

は
１
１
４
０
万
円
と
な
っ
て
お

り
伸
び
率
は
１０２
％
で
す
。
パ
ッ

シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
農
家
数
は

２８
戸
、
生
産
額
は
３
３
３
７
万

円
、
伸
び
率
は
９３
％
で
す
。
今

後
も
販
路
拡
大
し
農
業
所
得
の

向
上
を
図
り
ま
す
。
ア
ボ
カ
ド

の
生
産
者
会
員
数
は
７８
名
、
今

後
は
本
町
に
あ
っ
た
品
種
の
選

定
と
栽
培
技
術
の
確
立
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

各
学
校
の
施
設
整
備

に
つ
い
て

議
員

各
学
校
の
施
設
の
老
朽

化
が
進
み
危
険
な
状
態
の
個

所
が
あ
り
ま
す
が
把
握
さ
れ

て
い
る
の
か
、
こ
の
整
備
計
画

を
伺
い
ま
す
。

教
育
長

現
地
調
査
を
実
施
し

て
お
り
、
翌
年
度
の
予
算
計
上

に
向
け
、
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

渡島 芳臣議員 

加計呂麻島に向かうフェリー
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フ
ェ
リ
ー
か
け
ろ
ま
の

運
航
に
つ
い
て

議
員

今
回
の
運
賃
改
定
に
よ

り
、
加
計
呂
麻
の
住
民
が
、
回

数
券
、
往
復
券
が
利
用
で
き
な

く
な
っ
た
理
由
、
こ
の
事
に
よ

り
生
間
港
か
ら
の
乗
客
は
毎
回
、

一
旦
バ
ス
を
降
り
て
切
符
を
買

い
、
１
０
０
ｍ
近
く
歩
い
て
フ

ェ
リ
ー
に
乗
る
事
に
な
り
、
足

の
悪
い
乗
客
が
多
い
な
か
、
非

常
に
不
便
な
思
い
を
し
て
い
ま

す
。
以
前
の
よ
う
に
券
が
買
え

る
よ
う
に
出
来
な
い
も
の
か
伺

い
ま
す
。

町
長

割
引
運
賃
の
制
度
上
、

他
の
割
引
と
は
重
複
し
て
利
用

出
来
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
御
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

議
員

運
賃
を
生
間
港
、
往
復

１
８
０
円
値
上
げ
す
る
事
に
な

っ
た
経
緯
、
古
仁
屋
在
住
の
生

間
港
を
利
用
す
る
出
身
者
に
と

っ
て
は
出
費
が
大
き
く
困
っ
て

い
ま
す
。
公
共
機
関
が
運
営
す

る
乗
り
物
で
、
こ
れ
ほ
ど
一
気

に
運
賃
を
値
上
げ
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
の
か
審
議
会
の

内
容
及
び
メ
ン
バ
ー
を
伺
い
ま

す
。

町
長

加
計
呂
麻
島
に
お
い
て

長
時
間
滞
在
で
き
る
古
仁
屋
～

瀬
相
往
復
に
利
用
者
が
偏
っ
て

い
ま
し
た
。
一
律
料
金
に
す
る

事
で
、
加
計
呂
麻
島
に
お
け
る

観
光
の
幅
が
広
が
り
、
リ
ピ
ー

タ
ー
の
増
加
に
つ
な
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
審
議
会
の

メ
ン
バ
ー
は
鹿
児
島
運
輸
支
局

長
、
県
交
通
政
策
課
長
、
町
長
、

町
商
工
会
長
、
諸
鈍
区
長
、
薩

川
区
長
、
か
け
ろ
ま
バ
ス
代
表
、

税
理
士
代
表
の
８
名
で
す
。

議
員

新
船
就
航
時
か
ら
切
符

の
回
収
方
法
が
変
更
に
な
り
乗

船
時
に
回
収
し
て
い
ま
す
が
、

乗
客
に
と
っ
て
は
、
両
手
一
杯

荷
物
を
持
っ
て
い
る
中
、
切
符

を
渡
す
の
は
大
変
不
便
の
様
で

あ
り
ま
す
。
又
、
出
港
ま
ぎ
わ

は
、
乗
客
と
車
が
同
時
に
移
動

し
て
お
り
、
事
故
の
危
険
が
あ

り
ま
す
。
乗
客
の
安
全
の
為
に

も
、
切
符
回
収
よ
り
も
乗
客
の

誘
導
、
車
の
誘
導
を
優
先
し
て

行
う
べ
き
で
す
。
乗
客
の
意
見

を
尊
重
し
て
進
め
る
べ
き
で
は

な
い
か
、
お
た
ず
ね
し
ま
す
。

町
長

今
後
も
乗
客
の
身
に
な

っ
て
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
怠
ら

ず
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員

仮
待
合
所
を
設
置
し
て

あ
り
ま
す
が
、
少
人
数
し
か
入

れ
ず
乗
客
に
不
便
さ
は
な
い
の

か
、
伺
い
ま
す
。

町
長

今
後
も
利
用
動
向
を
踏

ま
え
て
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

農
業
振
興
に
つ
い
て

議
員

マ
ン
ゴ
ー
、
パ
ッ
シ
ョ

ン
フ
ル
ー
ツ
の
農
家
は
増
加

し
て
い
る
の
か
、
昨
年
の
収
入

金
額
、
前
年
度
と
の
伸
び
率
、

今
後
の
見
通
し
、
ア
ボ
カ
ド
の

農
家
数
、
今
後
の
展
望
を
伺
い

ま
す
。

町
長

マ
ン
ゴ
ー
の
農
家
数
は

１６
戸
、
平
成
２８
年
度
の
生
産
額

は
１
１
４
０
万
円
と
な
っ
て
お

り
伸
び
率
は
１０２
％
で
す
。
パ
ッ

シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
農
家
数
は

２８
戸
、
生
産
額
は
３
３
３
７
万

円
、
伸
び
率
は
９３
％
で
す
。
今

後
も
販
路
拡
大
し
農
業
所
得
の

向
上
を
図
り
ま
す
。
ア
ボ
カ
ド

の
生
産
者
会
員
数
は
７８
名
、
今

後
は
本
町
に
あ
っ
た
品
種
の
選

定
と
栽
培
技
術
の
確
立
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

各
学
校
の
施
設
整
備

に
つ
い
て

議
員

各
学
校
の
施
設
の
老
朽

化
が
進
み
危
険
な
状
態
の
個

所
が
あ
り
ま
す
が
把
握
さ
れ

て
い
る
の
か
、
こ
の
整
備
計
画

を
伺
い
ま
す
。

教
育
長

現
地
調
査
を
実
施
し

て
お
り
、
翌
年
度
の
予
算
計
上

に
向
け
、
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

渡島 芳臣議員 

加計呂麻島に向かうフェリー
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作
家
島
尾
敏
雄

に
つ
い
て

議
員

島
尾
敏
雄
は
、
本
町
と

は
縁
の
深
い
作
家
で
あ
る
が
、

今
年
は
生
誕
１
０
０
年
に
当
た

り
、
７
月
に
名
瀬
と
瀬
戸
内
で

記
念
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
事
業
に
町
と
し
て
ど
の
よ

う
な
姿
勢
で
取
り
組
む
の
か
、

町
の
考
え
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

町
長

島
尾
敏
雄
は
、
加
計
呂

麻
島
と
ゆ
か
り
の
深
い
作
家
で

あ
り
、
今
年
が
生
誕
１
０
０
年

の
記
念
す
べ
き
年
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
島
尾
敏
雄
顕
彰
会
と
連

携
を
は
か
り
な
が
ら
、『
島
尾
敏

雄
生
誕
１
０
０
年
記
念
祭
』
を

共
催
で
行
い
ま
す
。
こ
の
機
会

に
島
尾
敏
雄
の
足
跡
を
、
文
化

や
観
光
の
振
興
に
活
か
し
な
が

ら
、
島
尾
文
学
の
魅
力
が
一
人

で
も
多
く
の
方
々
に
伝
わ
る
よ

う
積
極
的
に
協
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

議
員

加
計
呂
麻
島
、
呑
之
浦

は
、
島
尾
敏
雄
の
代
表
作
の
重

要
な
舞
台
と
な
っ
て
お
り
、
そ

の
こ
と
も
手
伝
っ
て
、
全
国
的

に
は
『
瀬
戸
内
町
』
よ
り
も
『
加

計
呂
麻
島
』
の
知
名
度
が
高
い
。

今
後
、
島
尾
敏
雄
と
い
う
全
国

に
通
用
す
る
作
家
を
有
効
活
用

し
て
、
瀬
戸
内
町
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
、
そ
し
て
観
光
に
も
利

用
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
考

え
る
が
、
町
の
考
え
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長

加
計
呂
麻
島
は
、
日
経

新
聞
が
特
集
し
た
島
旅
の
達
人

が
選
ぶ
「
長
旅
は
承
知
！

そ
れ

で
も
訪
ね
た
い
離
島
、
ベ
ス
ト

１０
」
に
お
い
て
第
４
位
に
ラ
ン

ク
イ
ン
す
る
な
ど
、
知
名
度
は

確
か
に
上
が
っ
て
お
り
、
関
東
、

関
西
の
バ
ニ
ラ
エ
ア
の
就
航
や
、

国
立
公
園
決
定
の
効
果
も
そ
う

で
す
が
、
テ
レ
ビ
タ
レ
ン
ト
の

来
町
や
旅
番
組
に
取
り
上
げ
ら

れ
る
な
ど
、
テ
レ
ビ
番
組
や

等
の
影
響
も
大
き
い
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

作
家
で
あ
る
島
尾
敏
雄
氏
を

有
効
活
用
し
て
観
光
に
と
い
う

こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
呑
之
浦

に
あ
る
文
学
の
碑
を
訪
れ
る
観

光
客
も
多
く
、
震
洋
隊
の
基
地

と
し
て
戦
跡
の
紹
介
も
し
て
お

り
、
呑
之
浦
の
深
い
入
り
江
と

静
か
な
た
た
ず
ま
い
や
風
情
が
、

当
時
の
戦
争
の
最
前
線
と
現
在

の
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
、
加
計
呂

麻
島
を
感
じ
て
も
ら
う
い
い
場

所
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
後

も
今
の
自
然
な
状
態
を
保
っ
て

呑
之
浦
を
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

ま
た
新
規
の
活
用
と
し
ま
し

て
は
、
諸
鈍
に
あ
り
ま
す
加
計

呂
麻
島
展
示
・
体
験
交
流
館
の

展
示
コ
ー
ナ
ー
に
、
島
尾
敏
雄

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
加
計
呂
麻

島
と
つ
な
が
り
の
あ
る
文
学
や

生
い
立
ち
を
紹
介
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
フ
ェ
リ
ー
か
け
ろ
ま
」

の
２
隻
態
勢
に
つ
い
て

議
員

加
計
呂
麻
島
民
に
と
っ

て
唯
一
の
生
活
航
路
で
あ
る
フ

ェ
リ
ー
か
け
ろ
ま
が
昨
年

月

日
、
岸
壁
へ
の
衝
突
事
故
か

ら
、
今
年
の
３
月

日
に
旧
船

が
運
航
再
開
す
る
ま
で
の
約
３

ケ
月
間
一
番
不
便
を
感
じ
た
の

は
足
の
不
自
由
な
方
、
ま
た
車

で
通
院
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
の

方
々
で
す
。
生
ま
れ
育
っ
た
ふ

る
さ
と
加
計
呂
麻
、
住
み
慣
れ

た
自
然
豊
か
な
こ
の
島
が
こ
ん

な
に
も
厳
し
い
も
の
か
と
、
切

実
に
思
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

こ
の
航
路
は
生
活
航
路
で
す
。

陸
上
で
は
集
落
へ
通
じ
る
生
活

道
路
に
危
機
管
理
施
策
と
し
て

必
ず
迂
回
路
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
加
計
呂
麻
航
路
に
は
危
機

管
理
施
策
が
確
立
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
今
後
、
世
界
遺
産
等
で

加
計
呂
麻
へ
の
観
光
客
が
増
え

る
と
予
想
さ
れ
ま
す
事
か
ら
今

回
の
事
故
を
教
訓
に
２
隻
態
勢

で
安
心
・
安
全
な
生
活
航
路
の

確
保
、
ま
た
加
計
呂
麻
観
光
の
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利
便
を
促
進
す
る
事
が
必
要
と

思
い
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う

か
、
財
政
的
に
厳
し
い
事
と
は

思
い
ま
す
が
、
加
計
呂
麻
島
の

郷
友
会
も
含
め
た
、
ま
さ
に
「
チ

ー
ム
瀬
戸
内
」
を
発
揮
し
て
あ

ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検
討
を
お
願

い
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
長

今
回
の
フ
ェ
リ
ー
か
け

ろ
ま
の
事
故
に
よ
り
町
民
の
皆

様
、
特
に
加
計
呂
麻
島
住
民
の

皆
様
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
ま
し
た
こ
と
に
対
し
ま

し
て
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

ご
質
問
の
２
隻
態
勢
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
が
、
本
航
路
は

国
庫
補
助
航
路
で
あ
り
ま
す
の

で
国
・
県
の
見
解
も
踏
ま
え
、

今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
真
摯

に
受
け
止
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
今
後
、
既
存
の
船
舶

で
事
故
の
な
い
よ
う
に
安
全
・

安
心
な
運
航
を
確
立
す
る
よ
う

に
努
力
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

構
造
改
革
特
区
を
利
用

し
た
観
光
振
興
施
策

に
つ
い
て

議
員

観
光
産
業
は
あ
ら
ゆ
る

産
業
の
集
約
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
国
立
公
園
、
世
界
自
然
遺

産
登
録
、
国
の
構
造
改
革
特
区

等
々
は
耕
地
面
積
の
少
な
い
本

町
に
と
っ
て
観
光
産
業
に
よ
る

新
た
な
雇
用
創
出
が
可
能
な
大

き
な
追
い
風
の
環
境
で
あ
り
ま

す
。
構
造
改
革
特
区
を
利
用
し

た
地
域
再
生
計
画
及
び
市
街
地

活
性
化
基
本
計
画
を
策
定
し
就

業
機
会
の
創
出
、
経
済
基
盤
の

強
化
又
は
生
活
環
境
の
整
備
等

の
計
画
が
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長

商
工
観
光
課
関
係
で
は
、

奄
美
大
島
５
市
町
村
が
連
携
し

た
「
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
見

据
え
た
観
光
受
入
体
制
構
築
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
地
域
再

生
計
画
を
２
件
策
定
し
て
お
り

ま
す
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活

用
し
た
計
画
と
地
方
創
生
推
進

交
付
金
を
活
用
し
た
計
画
と
な

っ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
奄
美
大

島

（
地
域
の
中
心
と
な

っ
て
、
観
光
を
盛
り
上
げ
る
団

体
）
事
業
等
を
推
進
す
る
た
め

の
計
画
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
中
に
「
瀬
戸
内

町
観
光
基
本
計
画
」
の
策
定
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、

奄
美
群
島
に
お
い
て
は
、
平
成

２６
年
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
奄
振

法
の
規
定
に
よ
り
特
例
通
訳
案

内
士
や
旅
行
業
法
の
特
例
が
認

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

町
長
の
政
治
姿
勢

に
つ
い
て

議
員

鎌
田
町
長
が
就
任
以
来
、

６
月
で
任
期
の
折
り
返
し
の
時

期
に
な
り
ま
す
。

「
瀬
戸
内
創
生
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」

の
進
捗
並
び
に
達
成
状
況
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

町
長

現
時
点
に
お
い
て
、
お

お
む
ね
５
割
程
度
達
成
し
て
い

る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
検

証
・
評
価
に
つ
い
て
、
自
己
検

証
・
評
価
や
行
政
内
部
検
証
・

評
価
し
た
も
の
を
公
表
す
る
考

え
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

町
長

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
検

証
・
評
価
の
公
表
に
つ
き
ま
し

て
は
、
現
段
階
に
お
い
て
は
考

え
て
お
り
ま
せ
ん
。

「
瀬
戸
内
創
生
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」

は
、「
ま
ち
づ
く
り
」
の
指
針
と

し
て
８
分
野
、
そ
し
て
具
体
的

な
政
策
と
し
て
３４
項
目
を
掲
げ

て
お
り
、
こ
の
達
成
に
よ
り
町

民
の
真
の
幸
せ
が
実
現
で
き
る

と
確
信
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ま
で
の
検
証
・
評
価
に
つ

き
ま
し
て
は
、
町
民
の
皆
様
の

判
断
に
委
ね
る
べ
き
も
の
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「
あ
し
た
の
加
計
呂
麻

島
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
つ
い
て

議
員

「
加
計
呂
麻
島
を
今
よ
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利
便
を
促
進
す
る
事
が
必
要
と

思
い
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う

か
、
財
政
的
に
厳
し
い
事
と
は

思
い
ま
す
が
、
加
計
呂
麻
島
の

郷
友
会
も
含
め
た
、
ま
さ
に
「
チ

ー
ム
瀬
戸
内
」
を
発
揮
し
て
あ

ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検
討
を
お
願

い
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
長

今
回
の
フ
ェ
リ
ー
か
け

ろ
ま
の
事
故
に
よ
り
町
民
の
皆

様
、
特
に
加
計
呂
麻
島
住
民
の

皆
様
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
ま
し
た
こ
と
に
対
し
ま

し
て
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

ご
質
問
の
２
隻
態
勢
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
が
、
本
航
路
は

国
庫
補
助
航
路
で
あ
り
ま
す
の

で
国
・
県
の
見
解
も
踏
ま
え
、

今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
真
摯

に
受
け
止
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
今
後
、
既
存
の
船
舶

で
事
故
の
な
い
よ
う
に
安
全
・

安
心
な
運
航
を
確
立
す
る
よ
う

に
努
力
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

構
造
改
革
特
区
を
利
用

し
た
観
光
振
興
施
策

に
つ
い
て

議
員

観
光
産
業
は
あ
ら
ゆ
る

産
業
の
集
約
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
国
立
公
園
、
世
界
自
然
遺

産
登
録
、
国
の
構
造
改
革
特
区

等
々
は
耕
地
面
積
の
少
な
い
本

町
に
と
っ
て
観
光
産
業
に
よ
る

新
た
な
雇
用
創
出
が
可
能
な
大

き
な
追
い
風
の
環
境
で
あ
り
ま

す
。
構
造
改
革
特
区
を
利
用
し

た
地
域
再
生
計
画
及
び
市
街
地

活
性
化
基
本
計
画
を
策
定
し
就

業
機
会
の
創
出
、
経
済
基
盤
の

強
化
又
は
生
活
環
境
の
整
備
等

の
計
画
が
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長

商
工
観
光
課
関
係
で
は
、

奄
美
大
島
５
市
町
村
が
連
携
し

た
「
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
見

据
え
た
観
光
受
入
体
制
構
築
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
地
域
再

生
計
画
を
２
件
策
定
し
て
お
り

ま
す
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活

用
し
た
計
画
と
地
方
創
生
推
進

交
付
金
を
活
用
し
た
計
画
と
な

っ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
奄
美
大

島

（
地
域
の
中
心
と
な

っ
て
、
観
光
を
盛
り
上
げ
る
団

体
）
事
業
等
を
推
進
す
る
た
め

の
計
画
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
中
に
「
瀬
戸
内

町
観
光
基
本
計
画
」
の
策
定
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、

奄
美
群
島
に
お
い
て
は
、
平
成

２６
年
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
奄
振

法
の
規
定
に
よ
り
特
例
通
訳
案

内
士
や
旅
行
業
法
の
特
例
が
認

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

町
長
の
政
治
姿
勢

に
つ
い
て

議
員

鎌
田
町
長
が
就
任
以
来
、

６
月
で
任
期
の
折
り
返
し
の
時

期
に
な
り
ま
す
。

「
瀬
戸
内
創
生
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」

の
進
捗
並
び
に
達
成
状
況
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

町
長

現
時
点
に
お
い
て
、
お

お
む
ね
５
割
程
度
達
成
し
て
い

る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
検

証
・
評
価
に
つ
い
て
、
自
己
検

証
・
評
価
や
行
政
内
部
検
証
・

評
価
し
た
も
の
を
公
表
す
る
考

え
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

町
長

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
検

証
・
評
価
の
公
表
に
つ
き
ま
し

て
は
、
現
段
階
に
お
い
て
は
考

え
て
お
り
ま
せ
ん
。

「
瀬
戸
内
創
生
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」

は
、「
ま
ち
づ
く
り
」
の
指
針
と

し
て
８
分
野
、
そ
し
て
具
体
的

な
政
策
と
し
て
３４
項
目
を
掲
げ

て
お
り
、
こ
の
達
成
に
よ
り
町

民
の
真
の
幸
せ
が
実
現
で
き
る

と
確
信
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ま
で
の
検
証
・
評
価
に
つ

き
ま
し
て
は
、
町
民
の
皆
様
の

判
断
に
委
ね
る
べ
き
も
の
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「
あ
し
た
の
加
計
呂
麻

島
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
つ
い
て

議
員

「
加
計
呂
麻
島
を
今
よ
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り
元
気
な
島
に
し
て
子
ど
も
た

ち
に
渡
す
」
た
め
に
島
民
な
ど

約
１３０
人
が
出
席
し
「
あ
し
た
の

加
計
呂
麻
島
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
総
会
が
開
か
れ
、
地
域
再
生

の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
取
り
組
み
に
対
し
、

町
長
と
し
て
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
、
支
援
等
さ
れ
る
の
か
伺

い
ま
す
。

町
長

４
月
に
行
わ
れ
ま
し
た

「
あ
し
た
の
加
計
呂
麻
島
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
設
立
総
会
へ
は
、

私
も
町
長
と
し
て
参
加
し
、
こ

の
取
り
組
み
に
対
す
る
、
加
計

呂
麻
島
地
域
住
民
の
皆
様
の
熱

意
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ

き
ま
し
て
は
、
加
計
呂
麻
島
地

域
に
お
け
る
地
域
再
生
の
先
進

的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
ま
た
、

今
年
度
か
ら
民
間
団
体
と
し
て

組
織
の
充
実
を
図
り
、
本
格
的

に
始
動
し
た
と
聞
い
て
お
り
ま

す
の
で
、
町
と
し
ま
し
て
も
出

来
る
範
囲
で
の
協
力
は
し
て
行

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

次
期

奄
振

と
瀬

戸

内

町
・
長
期
振
興
計
画

に
つ
い
て

議
員

次
期
奄
振
延
長
に
向
け
、

県
で
は
奄
振
総
合
調
査
等
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
本
町
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長

本
年
度
の
本
町
の
取
り

組
み
と
し
ま
し
て
は
、
去
る
５

月
１２
日
に
各
種
団
体
へ
の
意
向

調
査
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
後
、
民
間
有
識
者
へ
の
意

向
調
査
、
住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
、
現
行
奄
振

計
画
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
作
業

を
行
い
、
計
画
の
進
捗
状
況
、

成
果
等
を
正
確
に
把
握
し
た
上

で
、
今
後
の
課
題
を
設
定
し
、

法
延
長
の
必
要
性
を
整
理
す
る

予
定
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
今
回
は
新
た
に
、
郷

友
会
（
東
京
・
関
西
・
鹿
児
島
・

沖
縄
）
と
の
意
見
交
換
も
行
う

こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

議
員

町
・
長
期
振
興
計
画
策

定
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

町
長

こ
れ
ま
で
の
長
期
振
興

計
画
に
加
え
、「
瀬
戸
内
創
生
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
」「
瀬
戸
内
創
生
実

行
計
画
」
を
網
羅
し
、
現
状
、

課
題
、
方
策
等
を
検
討
し
、
本

町
の
柱
と
な
る
計
画
と
し
て
集

約
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

新
規
採
用
職
員
が
傍
聴

今
回
、
議
会
を
傍
聴
し
、
議

員
の
方
々
が
多
数
の
活
発
な
意

見
を
出
さ
れ
る
場
面
を
目
に
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
自
分

た
ち
の
日
々
の
業
務
の
大
体
は
、

今
日
の
よ
う
な
活
発
な
議
論
を

経
た
う
え
で
形
づ
く
ら
れ
て
い

く
こ
と
が
理
解
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
議
員
の
方
々
の
町
を

思
う
気
持
ち
の
強
さ
に
感
銘
を

受
け
、
そ
の
強
い
気
持
ち
を
く

み
と
り
日
々
の
業
務
に
励
ん
で

い
き
た
い
で
す
。

編
集
後
記

３
カ
月
に
一
度
め
ぐ
っ
て
く

る
議
会
定
例
会
で
あ
り
ま
す
が
、

何
や
か
や
仕
事
を
こ
な
し
て
い

る
と
、
い
つ
の
間
に
か
、
つ
ぎ

の
定
例
会
が
目
の
前
に
迫
っ
て

い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
議
会
の
や

っ
て
い
る
こ
と
、
町
役
場
の
実

施
し
て
い
る
こ
と
、
考
え
て
い

る
こ
と
な
ど
を
、
で
き
る
だ
け

広
く
深
く
知
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
い
う
思
い
で
、
こ
の
「
議

会
だ
よ
り
」
を
編
集
し
て
い
ま

す
。こ

れ
か
ら
も
、
少
し
で
も
多

く
の
方
々
に
目
を
通
し
て
い
た

だ
け
ま
す
よ
う
、
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

議
会
報
編
集
委
員
長

澤

佳
男

「あしたの加計呂麻島プロジェクト」設立総会

瀬戸内町職員新人研修
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みんなの絆｜まちの出来事

　

瀬
戸
内
町
と
近
畿
大
学
は
、
地
域

社
会
の
発
展
や
人
材
育
成
を
目
的

に
、包
括
連
携
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　

農
水
産
業
、
環
境
、
教
育
の
３
分

野
で
大
学
の
学
術
研
究
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
農
水
産

品
の
ブ
ラ
ン
ド
確
立
や
学
生
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
就
業
体
験
）
の
ほ

か
、
対
象
海
域
の
調
査
・
保
全
活
動

に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　

近
畿
大
学
学
長
の
塩
﨑
均
学
長
は

「
大
学
に
は
14
学
部
48
学
科
が
あ
り
、

幅
広
い
分
野
で
協
力
で
き
る
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

学
校
教
育
や
社
会
教
育
な
ど
地
方

に
お
け
る
様
々
な
教
育
関
係
事
務
を

行
っ
て
い
る
教
育
委
員
。

　

平
成
20
年
か
ら
28
年
ま
で
教
育
委

員
を
務
め
た
榮
小
知
子
さ
ん
が
、
永

年
に
わ
た
っ
て
教
育
振
興
に
尽
く
さ

れ
た
こ
と
を
評
さ
れ
、
平
成
29
年
度

全
国
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

榮
さ
ん
は
表
彰
を
受
け
て
「
８
年

間
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。
皆
さ
ん

の
お
か
げ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
微
力

な
が
ら
地
域
の
た
め
に
が
ん
ば
っ
て

い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

近 畿 大 学 と 包 括 連 携 協
定 を 締 結 し ま し た榮 小 知 子 さ ん が 全 国 市 町 村

教 育 委 員 会 連 合 会 表 彰

７月 3 日（ 月）未 来 へ 向 か っ て7 月 7 日（ 金）お め で と う ご ざ い ま す

　

瀬
戸
内
パ
ッ
シ
ョ
ン
に
親
し
ん
で

も
ら
お
う
と
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
祭
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
は
る
市
と
同
時
開
催
と

な
り
、
Ａ
コ
ー
プ
横
の
農
協
倉
庫
で

パ
ッ
シ
ョ
ン
ジ
ュ
ー
ス
の
試
飲
や
瀬

戸
内
パ
ッ
シ
ョ
ン
の
販
売
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
の

果
汁
早
飲
み
大
会
が
新
た
に
行
わ

れ
、
来
場
者
は
新
た
な
パ
ッ
シ
ョ
ン

の
飲
み
方
に
苦
戦
し
な
が
ら
も
、
笑

顔
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

瀬 戸 内 パ ッ シ ョ ン 祭 り
が 開 催 さ れ ま し た

6 月 24 日（土）パッションを身近に

　

瀬
戸
内
町
の
観
光
大
使
、
宮
畑
豊

さ
ん
主
催
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

宮
畑
豊
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
か
ら

の
益
金
５
万
円
と
宮
畑
豊
さ
ん
か
ら

個
人
か
ら
５
万
円
の
寄
付
が
あ
り
、

合
計
10
万
円
を
瀬
戸
内
町
に
寄
付
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

寄
付
金
は
、
瀬
戸
内
町
民
の
皆
さ

ん
の
た
め
に
大
切
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

宮 畑 豊 チ ャ リ テ ィ ゴ ル フ 大
会 か ら 寄 付 が あ り ま し た

７月 1（ 土）あ り が と う ご ざ い ま す ！
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Events of the town ｜まちの出来事、お寄せください♪　企画課　情報政策係☎ 0997-72-1112

　

阿
木
名
中
学
校
３
年
の
菱
沼
さ
ん

は
、
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
、
共

通
男
子
８
０
０
メ
ー
ト
ル
の
部
で
第

１
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

古
仁
屋
中
学
校
３
年
の
金
沢
杏も

も

音ね

さ
ん
が
、
第
63
回
全
日
本
中
学
校
通

信
陸
上
競
技
大
会
鹿
児
島
大
会
、
女

子
１
０
０
メ
ー
ト
ル
ハ
ー
ド
ル
の
部

で
第
２
位
、
県
中
学
校
総
体
で
は
４

位
と
な
り
ま
し
た
。

　

菱
沼
さ
ん
は
「
み
な
さ
ん
の
お
か

げ
で
が
ん
ば
れ
ま
し
た
」
と
話
し
、

金
沢
さ
ん
は
、「
次
は
ベ
ス
ト
を
出

し
、優
勝
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

瀬
戸
内
町
の
新
た
な
特
産
品
に
し

よ
う
と
栽
培
試
験
を
行
っ
て
い
る
ア

ボ
カ
ド
。

　

ア
ボ
カ
ド
に
親
し
み
な
が
ら
、
住

民
と
生
徒
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
に
加
計
呂
麻
島
の
俵
中
学
校
で

４
品
種
、
計
５
本
の
ア
ボ
カ
ド
を
植

樹
し
ま
し
た
。

　

中
学
１
年
生
と
２
年
生
が
慣
れ
な

い
な
が
ら
も
肥
料
と
土
を
混
ぜ
る
作

業
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

３
年
の
仲
山
柊
さ
ん
は
「
卒
業
記

念
に
な
っ
た
。
大
き
く
育
っ
た
実
を

食
べ
て
み
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

阿 木 名 中 菱 沼 さ ん と 古 仁 屋 中 の
金 沢 さ ん が 陸 上 大 会 の 報 告 に

俵 中 学 校 で ア ボ カ ド 植
樹 が 行 わ れ ま し た

7 月 26 日（ 水）お め で と う ！

７月 11 日（ 火）大 き く な っ て ね ！

　

い
っ
ち
ゃ
む
ん
市
場
で
の
買
い
物

利
用
者
が
延
べ
５
万
人
を
達
成
し
、

５
万
人
目
の
藤
井
誠
さ
ん
を
店
員
や

い
っ
ち
ゃ
む
ん
市
場
生
産
者
会
員
、

役
場
担
当
者
で
祝
い
ま
し
た
。

　

東
京
都
か
ら
職
場
の
同
僚
と
観
光

で
初
め
て
奄
美
へ
来
島
し
た
と
い
う

藤
井
さ
ん
は
、「
５
万
人
目
の
め
で

た
い
日
に
来
れ
て
よ
か
っ
た
。
う
れ

し
い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

生
産
者
会
長
の
川
島
さ
ん
は
、「
良

い
も
の
や
新
し
い
も
の
を
作
り
な
が

ら
、
次
の
10
万
人
達
成
へ
向
け
て
が

ん
ば
り
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

海
上
に
お
け
る
防
犯
、
安
全
の
確

保
及
び
環
境
保
全
事
業
、
普
及
事
業

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
、
公
益
財
団

法
人
海
上
保
安
協
会
。

　

そ
の
奄
美
瀬
戸
内
支
部
の
幹
事
、

楢
林
貴
浩
さ
ん
が
長
年
に
渡
り
、
協

会
の
育
成
と
発
展
に
貢
献
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
評
さ
れ
、
海
上
保
安
協
会

表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

楢
林
さ
ん
は
受
賞
を
受
け
、「
長

く
続
け
て
こ
ら
れ
て
よ
か
っ
た
。
海

の
生
き
物
を
扱
っ
て
い
る
の
で
、
海

を
汚
さ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て
い

ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

い っ ち ゃ む ん 市 場 で 買 い
物 利 用 者 ５ 万 人 達 成

海 上 保 安 協 会 表 彰 伝
達 式 が あ り ま し た

７月 12 日（ 水）祝 ！ 5 万 人

7 月 24 日（ 月）お め で と う ご ざ い ま す
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普通救命講習会 原付安全運転講習会 郷土教育講演会 生徒会役員立候補者演説会 進路ガイダンス 

平成２９年度８月号 
   

 

   

 

鹿 児 島 県 立 古 仁 屋 高 等 学 校 

〒894-1508  

鹿児島県大島郡瀬戸内町古仁屋 399番地1 

[TEL]0997-72-0034  [FAX]0997-72-0057 

 http://www.edu.pref.kagoshima.jp/sh/koniya/  自主自立  敬愛和協  明朗端正  勤勉誠実 

 

 

 瀬戸内町内の２２事業所にご協力いただき,７月２５日～７月２７日の３日間，２年生が実施しました。 

ご協力いただいた事業所の皆様，お忙しい中,素晴らしい体験をさせていただき，ありがとうございました。 

医療，福祉，建設，製造，保育，販売などの職種で就業体験をしました。生徒たちは学校生活とは全く違った緊張感が

あり,また仕事の大変さを痛感したと思います。この経験を活かし,進路実現に向けて努力していきます。 

中学生体験入学 

７月３１日の午後，中学生体験入学が実施されま

した。学校紹介や吹奏楽部・書道部のパフォーマン

スによる歓迎の後，授業体験（社会・数学・理科・

英語・商業）と部活動体験（野球・サッカー・バレ

ーボール・バスケットボール・テニス・書道・美術・

柔道）がありました。終了後の生徒の感想文には「数

学のマジックでびっくりすることが多かった。なぜ

そうなるのか？と考えながら取り組むことができ

た。」保護者の感想文には「校内が広々としていて，

明るく，子どもたちにとって，とても良い環境だと

思った。」などがありました。 

インターンシップ 

クラスマッチ 

 ７月１９日にクラスマッチが行われました。競技は，男子がバレーボール，女子がソフトボールでした。予選から接

戦が繰り広げられ，決勝戦は男子が３年１組対３年２組，女子が３年２組対２年１組で行われ，優勝は男子が３年１組，

女子が２年１組でした。選手はもちろん，応援をする生徒たちも大きな声を出して盛り上がりました。 

その他の学校行事 

９月９日（土） 古高体育祭!! 
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水のトラブルすぐに解決！
瀬　戸　内　町　指　定　水　道　工　事　店

◆給・排水設備施工、維持管理 ◆浄化槽工事 ( 水洗トイレ )

◆排水管内視鏡カメラ調査、高圧洗浄  ◆貯水槽清掃

◆引っ越し清掃 ◆ハウスクリーニング ◆エアコン洗浄

㈲　瀬　戸　内　ビ　ル　シ　ス　テ　ム
瀬久井  ０９０－２５１５－５９２８

私たちが提供する

大切な方の事を考える大切な時間

経済的ご負担が軽くてすむ

「家族葬」を提案いたします。

家族葬
●管理費（年間）

15,000 円～ 35,000 円

●いつでもお参りが

できます。

場所：瀬久井

共同納骨堂

24時間受付・ご相談下さい。 早川福祉葬祭 72－ 4000・4444

自然環境の悪い今日
高い所のお墓やお墓参りの
困難な方々のために
ご先祖様のお骨の管理を
当社がお引受け致します。

事務所　☎　72-3973　　　☎　72-3714　　　☎　72-0754

快　適　な　衛　生　環　境　を　サ　ポ　ー　ト
・し尿汲み取り・浄化槽清掃管理

・トイレ・風呂・台所・洗面のツマリ等

( 有 ) 瀬 戸 内 清 掃
　　　　　　代表取締役　牧　　学

家庭ゴミ・事業所ゴミ・各粗大ゴミ

収　集　運　搬
１袋からタンス・ベッドその他まで

お 気 軽 に お 電 話 下 さ い

　

戸
籍
の
窓

　
　

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
【
名
前
】　　
　
　
【
保
護
者
】　
【
住
所
】

　

山
下　

咲さ

季き　
　
　

智
之　
　
　

阿
木
名

　

伊
東　

結ゆ
い　

　
　
　

俊　
　
　
　

古
仁
屋

　

岩
切　

愛な

乃の

陽は　
　

智
幸　
　
　

古
仁
屋

　

永
井　

那な

積つ
み　

　
　

卓
士　
　
　

古
仁
屋

　

南　
　

道み
ち

三さ
ぶ

朗ろ
う　

　

大
作　
　
　

古
仁
屋

　
　ご
結
婚
お
め
で
と
う

　
【
名
前
】　　
　
　
【
本
籍
】

　

岡
野　

航
大　
　

油
井

　

永
井　

恵
理
奈　

久
慈

　

山
元　

和
己　
　

薩
川

　

山
畑　

あ
や　
　

古
仁
屋

　

隆
司　

将
平　
　

蘇
刈

　

岡
留　

や
よ
い　

屋
久
島
町

　

信
島　

弘
弥　
　

古
仁
屋

　

古
原　

麻
依　
　

古
仁
屋

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す　

　
【
名
前
】　　
　
　
【
年
齢
】　　
【
本
籍
】

　

瀬
田　

作
成　
　
　

87　
　
　
　

諸
鈍

　

泰　

ツ
ユ
コ　
　
　

97　
　
　
　

与
路

　

勝　

久
子　
　
　
　

93　
　
　
　

嘉
鉄

　

沖
村　

満
業　
　
　

91　
　
　
　

嘉
鉄

　

平　

ヨ
シ
子　
　
　

81　
　
　
　

阿
木
名

　

德
永　

勝
也　
　
　

52　
　
　
　

阿
木
名　

　

伊
東　

徹
俊　
　
　

82　
　
　
　

古
仁
屋

　

川
井　

裕　
　
　
　

58　
　
　
　

小
名
瀬

　

古
澤　

重
英　
　
　

85　
　
　
　

野
見
山

　

勝
永　

ク
ニ
エ　
　

93　
　
　
　

古
志

　

登
島　

照
子　
　
　

72　
　
　
　

勝
能

　

益　
　
　

國　
　
　

89　
　
　
　

嘉
鉄

　

朝
原　

紀
久　
　
　

67　
　
　
　

古
仁
屋

　

直
田　

和
子　
　
　

86　
　
　
　

諸
鈍

　

早
田　

義
勝　
　
　

72　
　
　
　

三
浦

　

時
田　
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司法書士による法律相談会（無料）のご案内
　　　場所：町営コーラルタウン船津団地　集会所

　　　日時：９月21日（木）午前10時～午後１時

　　　　※本相談会での直接受託は原則行いません。

　　　【お問い合わせ先】主催：瀬戸内町商工会青年部　

　　　☎０９９７－７２－０１４７（担当：梶ヶ山）
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ま ち の 話 題

群島最大のスポーツ大会が開催｜第58回大島地区大会

７月 14 日から 16 日にかけて、奄美群島最大のスポー
ツ大会が 12 市町村で３日間にわたって開催され、全
22 種の競技に町内から多数の選手が参加しました。
　団体では、柔道団体が３連覇、カヌー２連覇、ラグ
ビーフットボールが２連覇を成し遂げました。
　個人では、水泳、相撲、陸上、剣道、柔道、テニス、
グラウンドゴルフの７競技で優勝しました。
　今年も多くの競技で笑顔や感動を与えてくれまし
た。選手の皆さん、お疲れ様でした。

柔道団体優勝

カヌー団体優勝

ラグビーフットボール団体優勝

種別 氏名
水泳 60 歳以上 50m 平泳ぎ 渡島　正広

相撲一般一部 緒方　貴

陸上高校走り幅跳び 徳　賢志朗

テニス 30 歳以上 中林　正也（６連覇）

柔道一般男子無差別 中水　大貴（３連覇）

柔道無差別 中水　大貴（２連覇）

柔道一般男子 80kg 未満 葛原　佑生

柔道一般男子 68㎏未満 阿部　春樹

グラウンド・ゴルフ 74 歳以下男子 高塚　弘文

個人戦優勝者

新・地域おこし協力隊
　　自己紹介

　　　　　　　　　　　Jリーガーに憧れ、
サッカーの強豪校へ進学するが、夢敗れる。

　　　　　　　　　　　ヒップホップ、ダンス
ミュージック等のDJ文化に刺激を受け、都内
の某レコード店で働く。

　　　　　　　　　　　未経験であったがシス
テム会社へ就職する。プログラミングすること
の面白さに出会う。

　　　　　　　　　　　Jリーガーに憧れ、

　　　　　　　　　　　ヒップホップ、ダンス
ミュージック等のDJ文化に刺激を受け、都内

未経験であったがシス

　　　　　　　　　　　ヒップホップ、ダンス
ミュージック等のDJ文化に刺激を受け、都内

　　　　　　　　　　　Jリーガーに憧れ、
サッカーの強豪校へ進学するが、夢敗れる。

　　　　　　　　　　　ヒップホップ、ダンス

　　　　　　　　　　　未経験であったがシス
テム会社へ就職する。プログラミングすること

ミュージック等のDJ文化に刺激を受け、都内
の某レコード店で働く。

　　　　　　　　　　　　　農業を通して加計呂麻島で特産物を
栽培し、加計呂麻島で作られた作物をもとに加工品を製造したい
です。加計呂麻島では砂糖、塩、キビ酢は既にあるので、残りの
「醤油」、「味噌」が作れたら調味料の「さしすせそ」が揃いますし、
マンゴーやパッションフルーツを使った特産品、野菜チップスや
ドライフルーツが出来たら、無駄なく商品として提供できるので
はと思っています。作物も無農薬、無化学肥料で育てたいと考え
ていますが、現実はそんなに甘くない様です。
　素人の考えで理想ばかり書きましたが、町内のみなさんの声を
聞き、生きる知恵をご教示いただくと共に、少しでも地域活性化
につながる様な活動をしていければと思います。

長隊員

才木隊員

泰山隊員

鎌田町長

小林光一

群馬県生まれの 56年生です。
実久地区担当となります。
家族３人で参りました。
宜しくお願いします！

テム会社へ就職する。プログラミングすることテム会社へ就職する。プログラミングすること
の面白さに出会う。

　　　　　　　　　　　東日本大震災以降、「
食」に対する意識が変わり、自然なものを食べ
たい、自分で作物を作りたい、また、子どもを
環境の良い場所で育てたいと思うようになりま
した。

　　自己紹介
群馬県生まれの 56年生です。
実久地区担当となります。
家族３人で参りました。
宜しくお願いします！

広報せとうち平成 29 年 8 月号に掲載した、叙勲受賞の記事に誤りがありました。正しくは、「曻清隆さんが旭日双光賞、保芳

男さんが旭日単光章を受賞しました」となります。関係者の皆さん、読者の皆さんに謹んでお詫びし、ここに訂正いたします。


